
中
世
村
落
に
お
け
る
惣
判
・
惣
印
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
薗
部
寿
樹

O
コ
芸
Φ
Φ
O
亀
・
｝
③
コ
③
コ
ユ
句
O
亨
ヨ
言
仲
字
Φ
ヨ
Φ
庄
Φ
＜
①
一
≦
一
一
①
O
Φ
ω
O
⇒
」
O
唱
●
コ

はじ
め
に
0惣中
文
言

②
惣　
判

0惣　
印

④村
落
名
署
判
と
村
の
公
印

お
わ
り
に

［論
文
要
旨
］

　
本
論
文は
、
文
書
の
署
判
の
位
置
に
書
か
れ
た
村
落
集
団
の
名
の
下
に
付
さ
れ
た
判
（
「
惣
判
」
）
や
　
　
　
落
運
営
維
持
策
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

印
（
「
惣
印
」
）
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
世
紀
初
頭
に
惣
印
が
あ
ら
わ
れ
る
。
惣
印
は
、
一
五
世
紀
末
期
の
都
市
惣
判
の
形
成
を
背
景

　村
落
が
外
部
に
発
給
し
た
文
書
の
署
判
の
位
置
に
書
か
れ
た
村
落
名
や
村
落
集
団
名
は
、
差
出
人
　
　
　
　
に
、
朱
印
状
や
都
市
か
ら
の
影
響
に
よ
る
捺
印
慣
行
の
村
落
へ
の
浸
透
を
直
接
的
な
要
因
と
し
て
成

特定
の
た
め
の
地
名
表
記
に
す
ぎ
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
本
論
文
で
は
、
単
一
の
村
落
集
　
　
　
　
立
し
た
。
惣
判
と
惣
印
は
、
い
ず
れ
も
惣
中
文
言
の
正
当
性
を
担
保
す
る
も
の
で
、
両
者
に
本
質
的

団
内
部
で
文
書
と
し
て
の
機
能
（
作
成
・
伝
達
・
伝
来
）
が
基
本
的
に
完
結
す
る
村
落
内
部
文
書
に
　
　
　
　
な
相
違
は
な
い
。

考
察
対
象
を
限
定
し
た
。
村
落
内
部
文
書
の
署
判
の
位
置
に
は
単
な
る
村
落
名
表
記
は
ほ
と
ん
ど
な
　
　
　
　
　
一
七
世
紀
中
期
に
惣
中
文
言
及
び
惣
判
・
惣
印
が
消
滅
し
、
か
わ
っ
て
村
落
名
に
判
や
私
印
を
加

く
、
村
落
集
団
の
名
称
や
「
定
文
言
」
、
「
衆
議
文
言
」
が
書
か
れ
る
例
が
多
い
。
村
落
集
団
名
の
署
、
　
　
　
え
た
「
村
落
名
署
判
」
が
成
立
す
る
。
さ
ら
に
一
八
世
紀
中
期
、
村
の
名
や
村
の
役
職
名
を
印
文
と

定
文
言
、
衆
議
文
言
な
ど
の
「
惣
中
文
言
」
は
、
村
落
集
団
の
文
書
制
定
の
意
思
を
署
判
の
位
置
で
　
　
　
す
る
「
村
の
公
印
」
が
成
立
す
る
。
た
だ
し
、
村
の
公
印
が
作
ら
れ
ず
、
村
落
名
署
判
の
ま
ま
近
代

明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
迎
え
る
村
が
多
い
。

　惣
判
は
、
一
六
世
紀
以
降
、
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
の
年
寄
が
、
惣
中
文
言
に
単
独
で
据
え
た
判
で
　
　
　
　
最
後
に
、
村
落
関
係
文
書
全
般
に
お
け
る
惣
判
・
惣
印
の
検
討
、
百
姓
等
申
状
の
署
判
と
惣
中
文

あ
る
。
そ
れ
は
、
中
近
世
移
行
期
村
落
の
動
揺
に
対
し
て
、
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
集
団
が
と
っ
た
村
　
　
　
　
言
及
び
惣
判
と
の
関
連
、
村
落
名
署
判
へ
変
化
す
る
背
景
な
ど
の
課
題
を
提
示
し
た
。

2
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は
じ
め
に

　
川
嶋
将
生
氏
は
、
「
惣
の
印
・
惣
の
花
押
」
と
い
う
興
味
深
い
論
考
の
な
か
で
、
「
山

科
七

郷
」
の
署
に
黒
印
（
印
文
「
山
科
」
）
が
据
え
ら
れ
た
永
正
九
年
（
一
五
二
一
）

山
科
七
郷
書
状
や
「
惣
中
」
の
署
に
「
二
」
形
の
略
押
の
あ
る
天
文
七
年
（
一
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

八
）
久
多
惣
中
山
売
券
な
ど
を
紹
介
さ
れ
た
。
久
多
荘
の
文
書
の
よ
う
な
特
殊
な
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

押

は
山
国
荘
の
例
で
も
知
ら
れ
て
い
た
が
、
山
科
七
郷
の
黒
印
は
実
質
的
に
新
知
見

で
あ
る
。

　

こ
の
論
考
で
川
嶋
氏
は
、

　
①
惣
（
村
落
集
団
）
の
花
押
は
、
個
人
の
花
押
に
よ
っ
て
代
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
②
久
多
荘
や
山
国
荘
の
特
殊
な
花
押
・
略
押
は
、
惣
（
村
落
集
団
）
固
有
の
も
の

　
　
で
あ
る
こ
と

　
③
山
科
七
郷
の
黒
印
は
惣
独
自
の
印
で
あ
り
、
近
世
の
惣
’
惣
百
姓
の
印
の
先
駆

　
　
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
重
要
な
点
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
惣
の
花
押
・
略
押
と
惣
の
印

と
の
相
違
な
ど
を
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

　
筆
者
も
か
つ
て
今
堀
日
吉
神
社
文
書
に
お
け
る
村
落
定
書
の
署
判
に
つ
い
て
議
論

　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
た
こ
と
も
あ
り
、
川
嶋
氏
の
議
論
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
。
川
嶋
氏
の
提
起
し

た
課
題
に
全
面
的
に
こ
た
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
課
題
解
決
の
糸
口
を
み

つ
け
て
み
た
い
。

　
本
稿
で
は
議
論
の
都
合
上
、
村
落
集
団
の
花
押
・
略
押
を
総
称
し
て
「
惣
判
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
乙

村
落
集
団
の
印
を
「
惣
印
」
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
村
落
（
集
団
）
の

名
の
下
に
惣
判
や
惣
印
を
据
え
る
こ
と
の
意
味
や
そ
の
背
景
は
何
か
、
探
っ
て
み
よ

う
。

0
惣
中
文
言

　

惣
判
・
惣
印
を
探
索
す
る
に
あ
た
り
一
つ
の
て
が
か
り
に
な
る
の
は
、
そ
の
よ
う

な
判
・
印
の
上
に
記
さ
れ
て
い
る
村
落
ま
た
は
村
落
集
団
の
名
称
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

ひ
ろ
く
署
判
の
位
置
に
記
さ
れ
て
い
る
地
域
呼
称
に
注
意
し
て
文
書
を
み
て
い
く
と
、

「
山
国
荘
」
や
「
今
堀
郷
」
と
い
う
よ
う
に
荘
園
や
村
落
の
名
称
を
記
し
て
い
る
も

の

が
み

ら
れ
る
。
ま
た
、
「
山
国
惣
庄
」
や
「
山
国
庄
惣
中
」
、
「
今
堀
惣
分
」
や
「
今

堀
村
人
等
」
と
い
う
よ
う
に
、
地
域
集
団
に
よ
る
署
判
が
あ
る
こ
と
に
も
気
付
く
。

と
こ
ろ
が
、
対
外
的
に
や
り
と
り
す
る
書
状
や
契
状
、
売
券
な
ど
の
史
料
に
お
い
て
、

地
域
名
の
記
載
や
地
域
集
団
名
の
署
判
が
文
書
作
成
者
の
単
な
る
居
住
地
表
示
に
す

ぎ
な
い
の
か
、
ま
た
は
何
ら
か
の
別
の
意
図
に
よ
る
も
の
な
の
か
を
見
極
め
る
の
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
対
外
的
な
要
素
を
排
除
す
る
た
め
に
、
村
落
内
部
文
書
に
限
定
し
て
議

論
を
は
じ
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
村
落
内
部
文
書
と
は
、
村
落
定
書
や
村
落
内
部
用

の

「
日
記
」
な
ど
、
単
一
の
村
落
集
団
内
部
で
文
書
と
し
て
の
機
能
（
作
成
・
伝
達
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

伝
来
）
が
基
本
的
に
完
結
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
村
落
内
部
文
書
の
な
か
で
村
落
（
集
団
）
の
意
思
を
決
定
ま
た
は
表

明
し
た
も
の
を
考
察
の
対
象
と
し
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
村
落
内
部
文
書
で

も
、
複
数
村
落
間
の
契
状
な
ど
対
外
的
な
面
を
主
と
す
る
も
の
は
除
外
し
た
。
一
方
、

紛
失
状
な
ど
対
外
的
な
要
素
が
あ
る
も
の
で
も
、
そ
の
内
容
が
村
落
集
団
内
で
一
義

的
に
完
結
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
（
紛
失
状
に
た
い
す
る
在
地
証
判
が
単
一
の
村
落
〈
集

団
〉
で
な
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
）
は
検
討
の
範
囲
に
含
め
た
。
年
紀
未
詳
の
も
の

は
、
除
外
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
で
収
集
し
た
村
落
内
部
文
書
は
、
三
九
三
通
で
あ
っ
た
（
後
掲

の

「
表
4
　
惣
判
・
惣
印
の
推
移
」
の
「
村
落
内
部
文
書
の
総
数
」
欄
の
合
計
数
に

あ
た
る
）
。

28



・薗部寿樹［中世村落における惣判・惣印について］

　
表
1
は
、
以
上
の
村
落
内
部
文
書
の
な
か
で
、
署
判
の
位
置
に
村
落
名
ま
た
は
村

落
集
団
名
を
記
載
し
て
い
る
史
料
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
表
1
に
は
村

落
名
・
村
落
集
団
名
以
外
の
文
言
に
つ
い
て
も
収
載
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
後
述

す
る
）
。
そ
こ
で
、
署
判
に
お
け
る
村
落
名
記
載
と
村
落
集
団
名
記
載
と
を
比
較
す

る
と
、
前
者
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

　
村
落
名
記
載
が
み
ら
れ
な
い
点
は
、
村
落
内
部
で
完
結
す
る
文
書
に
わ
ざ
わ
ざ
自

己
の
村
落
名
称
の
表
示
を
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
自
己
の
村
落
集
団
の
名
称
を
村
落
内
部
文
書
の
署

判
に
記
載
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
「
北
津
田
住
人
等
」
、
「
東
村
人

等
」
、
「
菅
浦
惣
庄
」
、
「
今
堀
惣
分
」
と
い
う
文
書
作
成
の
当
事
者
で
あ
り
か
つ
被
伝

達
者
で
も
あ
る
自
己
の
集
団
名
を
、
署
判
の
位
置
に
明
記
す
る
意
図
は
何
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ

こ
で
、
収
集
し
た
史
料
の
署
判
の
箇
所
を
あ
ら
た
め
て
点
検
し
て
み
る
と
、
村

落
集
団
名
で
も
個
人
の
署
判
で
も
な
い
記
載
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

　
ま
ず
、
「
サ
タ
メ
ヲ
カ
ル
」
、
「
定
之
」
、
「
を
と
な
た
ち
の
定
な
り
」
、
「
村
人
改
之
」

と
い
っ
た
文
言
が
署
判
の
位
置
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
「
定
文
言
」

と
呼
ん
で
お
こ
う
。
定
文
言
は
、
乙
名
・
年
寄
集
団
や
村
落
集
団
全
体
に
よ
る
制
定

で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
衆
儀
如
件
」
、
「
衆
儀
定
之
」
、
「
惣
衆
儀
」
の
よ
う
な
文
言
も
署
判
の
位

置
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
「
衆
議
文
言
」
と
呼
ん
で
お
く
。
衆
議
文
言
が
村

落
集
団
の
衆
議
に
よ
る
意
思
決
定
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
前
稿

　
　
　
　
（
6
）

で
指
摘
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
文
書
を
合
議
・
制
定
し
た
こ
と
を
こ
と
さ
ら
に
明
示
し
、
村

落
集
団
に
よ
る
意
思
決
定
の
事
実
を
担
保
す
る
文
言
が
、
署
判
の
位
置
に
し
ば
し
ば

記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
村
落
集
団
名
の
署
判
に
話
を
戻
そ
う
。
同
一
村
落
内
で
、
自
分
た
ち
の
地
域
名
称

を
こ
と
さ
ら
に
表
示
す
る
必
要
は
本
来
的
に
な
い
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
村
落
集

団
名
の
記
載
も
、
単
な
る
地
域
表
示
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

村
落
集
団
名
の
署
判
記
載
に
も
、
定
文
言
や
衆
議
文
言
と
同
様
に
、
そ
の
村
落
集
団

が
当
該
文
書
を
合
議
・
制
定
し
た
こ
と
を
明
示
す
る
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
み

る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
本
稿
で

は
、
村
落
集
団
名
の
署
、
定
文
言
、
衆
議
文
言
の
よ
う
に
、
村
落
集
団
の

文
書
制
定
の
意
思
を
署
判
の
位
置
に
お
い
て
明
示
す
る
も
の
を
一
括
し
て
「
惣
中
文

言
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
「
惣
中
文
言
」
と
命
名
し
た
の
は
、
単
な
る
村
落
名
記

載

と
は
異
な
り
、
村
落
集
団
で
あ
る
「
O
O
庄
（
村
）
惣
中
」
の
意
思
を
明
示
し
た

文
言
で
あ
る
と
い
う
点
に
よ
る
。

　
あ
ら
た
め
て
、
表
1
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
表
の
「
惣
中
文
言
」
の
欄
に
は
、
前

述

し
た
よ
う
に
村
落
集
団
の
名
称
、
定
文
言
、
衆
議
文
言
が
み
え
る
。
ま
た
、
「
蛇

溝
惣
長
衆
」
（
乙
名
衆
）
や
「
今
堀
惣
代
」
な
ど
、
村
落
集
団
指
導
層
を
表
示
す
る
語

句
も
村
落
集
団
の
意
思
を
示
し
た
も
の
と
し
て
惣
中
文
言
に
含
め
た
。

　
ま
た
村
落
名
記
載
で
も
、
単
な
る
地
名
表
示
で
は
な
く
、
村
落
集
団
の
意
思
の
所

在
を
示
し
た
と
解
し
う
る
も
の
が
若
干
み
ら
れ
る
（
表
1
の
6
1
番
な
ど
）
。
こ
れ
も
、

惣
中
文
言
と
み
な
し
表
1
に
収
載
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
収
集
し
た
惣
中
文
言
所
載
文
書
は
一
三
〇
通
で
あ
っ
た
。
惣
中

文
言
が
出
現
し
た
一
三
世
紀
中
期
は
、
村
落
内
部
で
文
書
が
作
成
さ
れ
は
じ
め
る
時

期
で
も
あ
る
。
こ
の
時
期
に
表
1
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
惣
中
文
言
が
あ
ら
わ
れ
る
背

景

に
は
、
古
老
・
住
人
身
分
か
ら
乙
名
・
村
人
身
分
へ
と
村
落
内
身
分
が
変
化
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
後
考
を
期
し
た
い
。

　
ま
た
惣
中
文
言
は
、
二
二
世
紀
中
期
以
降
、
当
面
の
文
書
収
集
の
目
処
と
し
た
一

七
世
紀
中
期
ま
で
、
ど
の
時
期
に
も
ま
ん
べ
ん
な
く
み
ら
れ
時
期
的
に
大
き
な
偏
り

は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
惣
中
文
言
記
載
の
意
味
は
、
村
落
集
団
の
内
部
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

や
文
書
作
成
の
経
緯

な
ど
を
個
別
に
調
査
し
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の

作
業
も
宿
題
と
し
て
と
り
あ
え
ず
保
留
す
る
こ
と
に
し
て
、
さ
き
に
進
も
う
。
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表1　惣中文言所載文書一覧

No． 西暦 年号 年 月 文書名 文書所蔵者 出　　　典 文書番号 惣中文言 署判者合計

1 1252 建長 4 5 唐国村刀祢百姓等置文（案力） 松尾寺文書 和泉市史1 P596 百姓等 0

2 1262 弘長 2 10 奥島荘中隠規文 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 2 敬白 15

3 1270 文永 7 閏9 ヰ・ムロ座衆置文案 淡島神社文書 和歌山市史4 114 サタメヲカル 15

4 1274 文永 11 大嶋社三度神事定日記 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 7 村人等 4

5 1281 弘安 4 4 大嶋社座衆衆議定規文 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 8 記之 0

6 1282 弘安 5 11 大嶋社正月十五日神事定日記 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 10 北津田住人等 4

7 1284 弘安 7 2 大嶋社三度神事足日記 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 13 村人等 4

8 1293 正応 6 8 柏原御堂結衆置文 西光寺文書 和歌山県史中世史料1 7 結衆各々 1

9 1298 永仁 6 6 近江国北津田・奥島両村人連署定書 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 16 北津田（住人力）・奥嶋分 97

10 1298 永仁 6 10 惟宗延末紛失状 勝尾寺文書 鎌倉遺文26 19868 村人等 12

ll 1315 正和 4 3 三部大明神神田等支配帳 相賀神社文書 紀伊続風土記3　古文書部9 P194 百姓等敬白 0

12 1319 文保 3 3 弥勒八講講衆契状 滝畑弥勒堂所蔵文書 河内長野市史5 弥勒講衆等 20

13 1326 嘉暦 1 5 大島大座修理田定置文 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 26 津田村人為向後証拠署判 7

14 1342 康永 1 2 奥島・津田両荘村人衆議置文 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 29 両庄村人等 0

15 1347 貞和 3 6 東村人紛失状裏書 王子神社文書 和歌山県史中世史料1 12 東村人 0

16 1347 貞和 3 11 市石女田券紛失状 西光寺文書 和歌山県史中世史料1 27 為後代証文村人署判 4

17 1368 応安 1 11 大島奥津島社御供定書 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 64 両村人 0

18 1383 永徳 3 1 今堀郷結鎮頭定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 357 勤之早 0

19 1384 至徳 1 1 今堀郷結鎮頭入物定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 331 依衆儀評定所定如件 0

20 1384 至徳 1 12 四郷内東郷四至定書 滝区有文書 かつらぎ町史古代中世史料編 6 四郷ヲトナ七人・サハクリ七人 0

21 1388 嘉慶 2 3 今堀神田目録 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 332 今堀村人等定之 0

22 1394 応永 1 1 恋野村堂座謹文（写力） 芋生家所蔵文書 橋本市史　下 P733 堂座 33

23 1395 応永 2 1 赤塚村堂座讃文（写力） 上田正義氏所蔵文書 橋本市史　下 P743 堂座 17

24 1395 応永 2 11 橋本・武久頼母子定書 橋本左右神社文書 近江蒲生郡志5 1368 うのとしのをとなたちの定なり 3

25 1395 応永 2 12 井手岩山定状 滝区有文書 かつらぎ町史古代中世史料編 597 定之 0

26 1397 応永 4 4 座敷定文 成福寺文書 和歌山市史4 28 講衆中定 2

27 1397 応永 4 6 今堀惣中衆議定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 389 衆儀如件 0

28 1400 応永 7 3 ヨハイ岡山定状 短野区有文書 かつらぎ町史古代中世史料編 602 定之 0

29 1400 応永 7 11 南津田上れう使組物等配分定書木札 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 94 両村人 2

30 1402 応永 9 2 栢迫山定状 短野区有文書 かつらぎ町史古代中世史料編 605 定之 0

31 1407 応永 14 7 神畠蛇溝覚 蛇溝共有文書 八日市市史5　史料1 3 村人改之 0

32 1410 応永 17 9 東村ヤマトノ料頭定書 王子神社文書 和歌山県史中世史料1 ll1 東村人等 0
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33 1413 応永 20 11 大島社神田定置文 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 111 奥嶋村人 5

34 1416 応永 23 3 安明寺五座置文 河野家所蔵文書 日本史研究207号 30 本座、南座、新座、弥座、僧座 5

35 1424 応永 31 4 伽陀寺二月頭免田定状 向井家文書 和歌山県史中世史料2 35 衆中之定 0

36 1424 応永 31 8 賀太八幡宮神事入物日記 向井家文書 和歌山県史中世史料2 36 賀太惣庄座衆 0

37 1441 嘉吉 1 6 十二谷下池築堤祭文 藤田家文書 泉佐野市史 3 諸輩各敬白 0

38 1441 嘉吉 1 8 奥嶋・北津田徳政定書 大島奥津島神社文書 大島奥津島神社文書 128 沙汰人、北津田、奥嶋 2

39 1448 文安 5 ll 今堀郷衆議定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 369 始之 0

40 1449 文安 6 2 菅浦惣荘合戦注記 菅浦文書 菅浦文書 628 菅浦惣庄 0

41 1451 宝徳 3 11 今堀郷村人等夏中定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 327 村人等定所如件 0

42 1456 康正 2 2 国中宮十七講米定書 国中神社文書 水口町志　下 P93 時之和尚 3

43 1458 長禄 2 11 安明寺五座置文 河野家所蔵文書 日本史研究207号 34 本座、南座、新座、弥座、僧座 5

44 1460 長禄 4 1 二天八王子御神事頭番帳 竹大与拝野神社文書 宮座と村落の史的研究 P288 諸結衆敬白 1

45 1460 長禄 4 ll 直川荘千手寺寺僧・番頭等置文写 玉井家文書 和歌山市史4 224 庄内番頭（寺僧と対） 9

46 1461 長禄 5 2 柏原村人等畠券紛失状 西光寺文書 和歌山県史中世史料1 66 証拠村人等 4

47 1461 寛正 2 7 菅浦惣荘置文 菅浦文書 菅浦文書 227 廿人乙名中 6

48 1461 寛正 2 11 菅浦大浦両荘騒動記 菅浦文書 菅浦文書 323 書之 0

49 1463 寛正 4 ll 今堀郷如法経道場定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 590 之定 0

50 1463 寛正 4 11 柏原村氏人等紛失状 西光寺文書 和歌山県史中世史料1 67 柏原村氏人各々敬白 0

51 1467 応仁 1 7 国中宮安居供花定書 国中神社文書 水口町志　下 P94 当時十七講衆 7

52 1470 文明 2 5 難波村牛頭天王社神領定書 難波八坂神社文書 東浅井郡志4 5 難波村惣中 0

53 1470 文明 2 6 菅浦惣荘前田内徳置文 菅浦文書 菅浦文書 351 菅浦惣庄乙名共在判 0

54 1472 文明 4 8 菅浦荘百姓惣中置文 菅浦文書 菅浦文書 848 をきふミ也 0

55 1475 文明 7 4 仰木荘田所大明神親村由緒之次第 小椋神社親村所蔵文書 近江地方史研究21号 1 親村置文也 8

56 1475 文明 7 4 仰木荘親村衆式目條 小椋神社親村所蔵文書 近江地方史研究21号 2 親村兄衆 8

57 1475 文明 7 4 仰木荘親村惣帳 小椋神社親村所蔵文書 近江地方史研究21号 3 親村惣帳 42

58 1476 文明 8 10 天野地堂日記 丹生広良家文書 かつらぎ町史古代中世史料編 116 地下ノヲトナ衆サタメヲカレ候 5

59 1477 文明 9 2 三谷・教良寺両村氏人衆立合山証文 教良寺区有文書 かつらぎ町史古代中世史料編 ll7 三谷・教良寺両村氏人衆 0

60 1481 文明 13 8 霊松寺敷地契約状 霊松寺文書 高槻市史3 226 大座、新座、コカラ座 3

61 1487 長享 1 10 短野山置文 短野区有文書 かつらぎ町史古代中世史料編 636 短野村 0

62 1502 文亀 2 3 今堀郷衆議定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 375 改之 0

63 1503 文亀 3 6 春日粟田大明神座配定書 尾崎家文書 海南市史3 8 左座、右座 10

64 1504 永正 1 10 今堀郷直物定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 374 衆儀定之 0

65 1504 永正 1 ll 村米日記 短野区有文書 かつらぎ町史古代中世史料編 641 ムラノニキ　サタムコナリ 0

66 1506 永正 3 10 菅浦荘白山講人数書 菅浦文書 菅浦文書 866 定分如此 20 累
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No． 西暦 年号 年 月 文書名 文書所蔵者 出　　　典 文書番号 惣中文言 署判者合計

67 1513 永正 10 4 三社小神事帳 菅田神社文書 近江蒲生郡志6 1807 惣官中 12

68 1513 永正 10 12 四郷惣衆定書 滝区文書 かつらぎ町史古代中世史料編 9 四郷惣衆儀 0

69 1516 永正 13 10 東村三箇村地下定書 王子神社文書 和歌山県史中世史料1 196 三ケ庄 0

70 1518 永正 15 12 得珍保南郷商売定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 600 南郷 0

71 1524 大永 4 11 靹淵八幡宮籠札銘 靹淵八幡神社文書 和歌山県史中世史料1 77 氏人百姓各々謹白 8

72 1527 大永 7 5 近江山越商人定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 62 山越衆中 0

73 1529 享禄 2 12 今堀郷惣中定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 20 今堀郷惣中 1

74 1531 享禄 4 3 近江余呉上丹生村定書 上丹生区有文書 東京大学史料編纂所写真帳 十八人のおとな也 0

75 1533 天文 2 山田天神定置文 仲川喜次郎氏文書 近江栗太郡志4 P588 村人より定置状 0

76 1534 天文 3 10 河野惣中連署請文 西野次郎兵衛家文書 福井県史資料編6 31 かわのノ惣中 8

77 1546 天文 15 11 柏原村人衆置文 西光寺文書 和歌山県史中世史料1 79 村人衆ヲノヲノ 1

78 1553 天文 22 6 大井分木事書 宮川文書 山東町史史料編 47 相撲庭 0

79 1554 天文 23 12 今堀郷惣分定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 347 今堀惣分 0

80 1556 弘治 2 今堀郷惣中定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 5 改之 0

81 1557 弘治 3 2 近江山越商人惣中定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 64 山越惣 0

82 1568 永禄 11 12 菅浦惣中壁書 菅浦文書 菅浦文書 925 十六人之長男、東西之中老廿人 0

83 1570 元亀 1 12 布留社式目 森く武〉家文書 改訂天理市史　史料編1 P8 此代長男持人数捌衆分 0

84 1573 天正 1 10 堂坊主渡物書上 蛇溝共有文書 八日市市史5　史料1 10 へひミそおとなしゆ 0

85 1577 天正 5 12 近江安治村家役定書 安治区有文書 太閤検地論皿 199 安治村惣代 6

86 1579 天正 7 3 惣社森稲荷社神事次第写 かりそめのひとりごと 阪南論集17－4 8 上之長名衆中 9

87 1579 天正 7 10 蛇溝地蔵堂かうかつ渡日記 蛇溝共有文書 八日市市史5　史料1 16 蛇溝惣長衆 0

88 1581 天正 9 9 棟別・地打条々事書 三船神社文書 和歌山県史中世史料1 3 氏人中、庄中 0

89 1581 天正 9 12 蛇溝惣鍋置目 蛇溝共有文書 八日市市史5　史料1 23 惣衆儀 0

90 1582 天正 10 ll 近江安治村惣中碇書 安治区有文書 太閤検地論皿1 201 安治村惣中 0

91 正582 天正 10 12 今堀郷年寄・若衆置目 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 366 年寄惣分、若衆惣分 2

92 1583 天正 11 7 今堀郷惣中定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 467 今堀惣中連判 0

93 1583 天正 11 7 今堀郷惣分連署定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 468 今堀惣分 90

94 1583 天正 11 11 近江大森惣中起請文 広田神社文書 中世政治社会思想　下 60 大森惣中究也 0

95 1584 天正 12 12 今堀郷惣分定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 469 今堀惣分 0

96 1585 天正 13 6 近江上大森惣分定書 上大森共有文書 近江蒲生郡志6 1444 上大もり惣分 0

97 1587 天正 15 3 蛇溝惣置目 蛇溝町共有文書 八日市市史6　史料皿 1 蛇溝惣 0

98 1588 天正 16 7 今堀郷惣分置文 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 367 今堀惣分 1

99 1589 天正 17 3 今堀惣分寄進下地定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 455 今堀惣分 0
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100 1590 天正 18 10 今堀惣分掟書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 368 今堀惣分 4

101 1591 天正 19 8 今堀惣分連署定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 470 今堀惣分 75

102 1591 天正 19 9 宇田村惣起請文 神宮文庫蔵山中文書 水口町志　下 263 宇田村惣 0

103 1595 文禄 4 3 大滝村惣中定書 大滝神社文書 福井県史資料編6 23 大滝村神郷 67

104 1599 慶長 4 5 今堀惣分置文 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 254 今堀惣分 2

105 1602 慶長 7 4 鬼住村惣中法度 鬼住区有文書 河内長野市史6 1 鬼住村中 0

106 1603 慶長 8 12 岩倉石屋定書 中村佐一郎氏所蔵文書 東京大学史料編纂所影写本 石屋惣分 1

107 1605 慶長 10 6 宇治河原村惣中起請文 宇川共有文書 滋賀縣史5　参考史料 706 宇治河原村十五人衆 20

108 1606 慶長 Il 3 宇治河原村惣中定書 宇川共有文書 中世政治社会思想　下 79 宇治河原村惣 0

109 1606 慶長 11 3 宇治河原村惣中定書 宇川共有文書 中世政治社会思想　下 79補注 宇治河原村惣 0

110 1606 慶長 ll 3 宇治河原村惣中定書 宇川共有文書 滋賀縣史5　参考史料 706 宇治河原村惣 0

111 1606 慶長 11 6 宇治河原村石塚境目覚書写 宇川共有文書 宇川共有文書調査報告書　下 12－2－10 宇田村惣 1

112 1607 慶長 12 6 宇治河原村惣中定書 宇川共有文書 滋賀縣史5　参考史料 706 宇治河原村惣 0

ll3 1608 慶長 13 9 蛇溝惣中神事直定書 蛇溝町共有文書 八日市市史6　史料n 1 蛇溝惣中 3

114 1608 慶長 13 12 宇治河原村隣郷起請文前書 宇川共有文書 中世政治社会思想　下 79補注 隣郷 0

115 1611 慶長 16 3 中野村惣中定書 中野共有文書 八日市市史6　史料皿 1 惣中ヨリ 0

ll6 1613 慶長 18 3 年預衆定書 下比奈知村民家旧蔵文書 三国地誌ll1 P326 年預衆定 12

117 1616 元和 2 1 堅田舟頭中掟書 居初庫太氏所蔵文書 中世政治社会思想　下 84 舟頭惣代 2

118 1617 元和 3 1 おこない定書 北内貴川田神社文書 水口町文化財調査報告書 J－5 惣 0

119 1617 元和 3 12 今堀村置文 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 247 今堀惣代 1

120 1620 元和 6 1 慈尊院村座講定書 中橋家文書 和歌山県史　近世史料4 4 慈尊院村中 0

121 1620 元和 6 5 佐目村定書 佐目区有文書 近世村落の経済と社会 P348 佐目惣中（長衆・中ろ衆・若衆） 6

122 1625 寛永 2 3 蛇溝惣中定書 蛇溝町共有文書 八日市市史6　史料皿 2 惣中 0

123 1626 寛永 3 6 今堀惣中置文 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 255 惣中 0

124 1626 寛永 3 6 荒川荘定書 岡家文書 中世政治社会思想　下 89 安楽川庄中 21

125 1628 寛永 5 1
一色村惣中定書 市原村一式共有文書 近江蒲生郡志5 1475

一色村惣中
1

126 1634 寛永 11 5 尾瀬村定書 羽馬完爾氏所蔵文書 富山県史史料編皿 1128 尾瀬村 3

127 1635 寛永 12 7 柴原南村惣中定書 柴原南町共有文書 八日市市史6　史料n 1 南村惣中 0

128 1639 寛永 16 8 今堀惣分定書 今堀日吉神社文書 今堀日吉神社文書集成 296・302 今堀惣分 71

129 1643 寛永 20 6 中野村惣中番所定書 中野共有文書 八日市市史6　史料n 9 中ノ村惣中 0

130 1646 正保 3 2 三津屋村烏帽子・乙名成定書 三津屋町共有文書 八日市市史6　史料皿 1 惣村中 0

（註）「署判者合計」欄には、惣中文言のみで惣判・惣印のないものを署として算入していない。

［
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②
惣
判

　
つ

ぎ
に
、
惣
中
文
言
に
惣
判
を
据
え
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
「
表
2

　
惣
判
・
惣
印
一
覧
」
は
、
惣
判
及
び
惣
印
を
載
せ
た
村
落
内
部
文
書
の
一
覧
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
表
1
に
あ
げ
た
惣
中
文
言
所
載
文
書
の
な
か
か
ら
、
惣
判
・
惣
印
を

有
す
る
も
の
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
表
2
に
よ
る
と
、
惣
判
・
惣
印
を
載
せ
た
村
落
内
部
文
書
は
、
全
部
で
一
四
通
あ

る
。
そ
の
内
訳
は
、
惣
判
が
↓
二
通
、
惣
印
が
二
通
で
あ
る
。
惣
印
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
と
し
て
、
惣
判
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
①
惣
判
は
村
落
集
団
の
判
な
の
か
個
人
の
判
な
の
か
、
②
個
人
の
判
で
あ

る
と
し
た
ら
誰
の
判
か
、
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

　
①
に
関
す
る
先
行
研
究
の
見
解
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
水
本
邦
彦
氏
は
、
一

八
世
紀
前
期
に
お
け
る
「
○
○
村
（
花
押
）
」
形
の
判
は
村
固
有
の
花
押
で
は
な
く
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

運

営
者
個
人
の
も
の
に
よ
る
代
用
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
川
嶋
氏
も
、
花
押
の
書

き
判
と
し
て
の
特
質
な
ど
か
ら
、
惣
判
は
惣
運
営
層
の
代
用
に
よ
る
も
の
と
同
様
に

論
じ
て
い
る
（
た
だ
し
、
久
多
荘
や
山
国
荘
の
事
例
に
つ
い
て
は
別
。
こ
の
点
は
後

述
す
る
）
。
筆
者
も
か
つ
て
「
今
堀
惣
分
」
の
花
押
を
個
人
の
判
で
あ
る
と
指
摘
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

た
こ
と
が
あ
り
、
両
氏
の
見
解
に
異
論
は
な
い
。

　
少

な
く
と
も
現
在
残
さ
れ
て
い
る
惣
判
が
集
団
の
マ
ー
ク
で
は
な
く
個
人
の
判
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
②
そ
の
判
を
据
え
た
人
は
何
者
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
表
2
を
み
る
と
、
署
判
者
が
わ
か
る
（
推
定
で
き
る
）
の
は
、
3
番
奥
嶋
・

北
津

田
の
「
沙
汰
人
」
、
4
番
菅
浦
の
「
越
後
公
」
、
9
番
今
堀
郷
の
「
田
中
久
蔵
」

で
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
で
3
番
は
、
沙
汰
人
の
記
載
の
下
に
「
北
津
田
（
花
押
）
」
と
「
奥
嶋
（
花

押
）
」
と
荘
（
村
落
）
ご
と
に
署
判
さ
れ
て
い
る
。
北
津
田
荘
（
村
）
と
奥
嶋
荘
（
村
）

と
は
大
島
・
奥
津
島
神
社
を
結
節
点
と
し
て
一
体
的
に
行
動
す
る
状
況
が
み
ら
れ
る

の

で
、
と
り
あ
え
ず
表
1
に
収
め
た
が
、
複
数
村
落
に
お
け
る
定
書
ま
た
は
契
状
と

し
て
対
外
的
な
要
素
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
さ
ら
に
沙
汰
人
の
判
に
記
載
さ
れ

て

い

る
荘
名
（
村
名
）
も
、
相
互
を
区
別
す
る
た
め
の
地
名
表
示
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

ま
た
、
4
番
の
裏
判
は
、
文
書
の
表
に
書
か
れ
た
惣
中
文
言
に
対
し
て
据
え
ら
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
越
後
公
が
執
筆
者
と
し
て
加
え
た
判
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
以
上
の
例
は
惣
判
者
の
推
定
材
料
と
し
て
は
不
適
切
と
い
え
よ
う
。

　
残
る
9
番
の
田
中
久
蔵
は
、
今
堀
日
吉
神
社
に
下
地
を
寄
進
し
て
お
り
、
殿
呼
称

さ
れ
る
ほ
ど
の
者
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
史
料
上
で
は
村
落
集
団
と
の
関
係
は
わ

か

ら
な
㌍

　

し
た
が
っ
て
、
い
ま
の
と
こ
ろ
惣
判
・
惣
印
そ
の
も
の
か
ら
直
接
そ
の
署
判
者
を

割
り
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
表
1
の
惣
中
文
言
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
惣
中
文
言
か
ら
、
こ
の
文
言

に
判
を
加
え
う
る
者
を
推
測
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
表
3
は
、
表
1
の
惣
中
文
言
に
み
え
る
役
職
名
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
部

で
三
〇
件
抽
出
し
た
が
、
う
ち
一
二
件
が
「
乙
名
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
「
年
寄
」
、
「
十

五
人
衆
」
（
乙
名
集
団
）
、
「
時
之
和
尚
」
、
「
兄
衆
」
（
仰
木
荘
で
乙
名
と
同
義
）
、
「
中
老
」

を
加
え
る
と
乙
名
・
年
寄
関
係
は
一
八
件
に
及
ぶ
。

　
ほ
か
に
「
捌
」
、
「
沙
汰
人
」
、
「
番
頭
」
、
「
年
預
衆
」
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
「
惣
官
」

は
、
菅
田
神
社
の
神
職
で
あ
ろ
う
か
。
「
氏
人
」
は
、
村
落
上
層
の
信
仰
集
団
で
あ

（1
3
）
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
村
落
を
統
括
す
る
役
職
で
あ
る
。

　
な
お
、
「
若
衆
」
及
び
「
名
衆
」
（
名
主
衆
の
意
か
）
は
、
す
べ
て
「
年
寄
」
や
「
長
」

（乙
名
）
と
セ
ッ
ト
で
惣
中
文
言
に
で
て
お
り
、
副
次
的
な
位
置
に
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
惣
中
文
言
に
は
、
乙
名
・
年
寄
が
も
っ
と
も
多
く
み
ら
れ
、
つ
い
で

村
落
統
括
の
所
職
名
が
そ
れ
ぞ
れ
散
発
的
に
み
ら
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
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表2　惣判・惣印一覧

No． 表1 西暦 文書　名 惣中文書 惣判・惣印 署判者 備　　　考

1 34 1416 安明寺五座置文 本座、南座、新座、弥座、僧座 花押 不明 花押は各座ごとに計五穎

2 36 1424 賀太八幡宮神事入物日記 賀太惣庄座衆 花押 不明

3 38 1441 奥嶋・北津田徳政定書 沙汰人、北津田、奥嶋 花押 沙汰人

4 40 1449 菅浦惣荘合戦注記 菅浦惣庄 裏花押 越後公力 越後公は執筆者

5 43 1458 安明寺五座置文 本座、南座、新座、弥座、僧座 花押・略押 不明 花押・略押は各座ごとに計五穎

6 73 1529 今堀郷惣中定書 今堀郷惣中 花押 不明

7 91 1582 今堀郷年寄・若衆置目 年寄惣分、若衆惣分 略押・花押 不明 年寄惣分、若衆惣分ごとに判あり

8 98 1588 今堀郷惣分置文 今堀惣分 花押 不明

9 101 1591 今堀惣分連署定書 今堀惣分 花押 田中久蔵 惣判の他に74人の連署判あり

10 104 1599 今堀惣分置文 今堀惣分 花押 不明 惣判の他に道正の署判あり

ll 117 1616 堅田舟頭中掟書 舟頭惣代 黒印 不明 惣印の他に市兵衛の署判あり

12 ll9 1617 今堀村置文 今堀惣代 略押 神主

13 125 1628
一色村惣中定書 一色村惣中 印 不明

14 128 1639 今堀惣分定書 今堀惣分 署のみ 神主 惣判（署）の他に70人の連署判あり

（註）「表1」の欄は、当該史料の表1における番号を示したものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3　惣中文言にみえる役職名

役職名 表1における番号 件数 備　　　考

乙名（をとな・長男・長）
20、　24、　47、　53、　58、　74、　82、

83、84、86、87、121
12

年寄 91 1

十五人衆 107 1 乙名または年寄であろう

時之和尚 42 1

兄衆 56 1 乙名と同様であろう

中老 82，121 2

若衆 91，121 2 乙名または年寄とセット

捌 20 1

沙汰人 38 1 奥嶋・北津田の沙汰人

番頭 45 1

氏人 50、59、71、88 4

惣官 67 1

年預衆 116 1

名衆 86 1

合　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
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じ
つ
は
先
行
研
究
に
お
い
て
、
惣
判
の
署
判
者
は
「
惣
運
営
層
」
（
川
嶋
氏
）
や
「
村

運
営
層
」
、
「
長
衆
」
、
「
年
寄
衆
」
（
以
上
、
水
本
氏
）
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ

て

い

た
。
た
だ
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
前
期
ま
で
の
事
例
で
は
惣
判
者
の
個
人
名
と

役
職
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
た
め
、
一
般
的
な
推
測
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
以
上
の

惣
中
文
言
に
み
ら
れ
る
役
職
名
は
、
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
推
定
を
支
持
す
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

　
惣
判
そ
の
も
の
に
も
ど
ろ
う
。
以
上
の
推
定
の
う
え
に
、
さ
ら
に
惣
判
者
を
確
定

表4　惣判・惣印の推移

村落内部文書の総数

有署判文書の
数（1）

惣中文言所載
文書の数

惣判惣印文書の数（AX2） 惣判惣印文書の数（BX3）

13世紀前期 1通 1 0 0 0

13世紀後期 22 15 10 0 0

14世紀前期 17 15 6 0 0

14世紀後期 28 13 ll 0 0

15世紀前期 33 16 13 4 1

15世紀後期 61 32 21 1 0

16世紀前期 50 26 16 1 1

16世紀後期 93 79 27 4 3

17世紀前期 88 76 26 4（惣印2） 4（惣印2）

合　　計　　　393　　　　　273　　　　　130　　　　　　14　　　　　9

註Hl＞村落内部文書のうちで、署判（署のみも含む）をもつものの数。

　（2）惣判惣印文書の数（A）は、表2にみえる惣判・惣印所載文書の数。（）は内数。

　（3）惣判所載文書の数（B）は、（A）から表2のNo．1・3・4・5・7を除外したもの。

す
る
た
め
の
も
う
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
は
、
惣
判
が
据
え
ら
れ
た
時
期
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
表
4
を
み
て
み
た
い
。

　
表
4
は
、
収
集
し
た
村
落
内
部
文
書
の
総
数
、
有
署
判
文
書
の
数
、
惣
中
文
言
所

載
文
書
の
数
、
及
び
惣
判
・
惣
印
を
所
載
す
る
文
書
の
数
の
変
化
を
、
五
〇
年
ご
と

に
区
切
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
惣
判
・
惣
印
を

所
載
す
る
文
書
の
数
の
推
移
で
あ
る
。

　
「
惣
判
惣
印
文
書
の
数
（
A
）
」
欄
に
は
、
表
2
で
示
し
た
文
書
が
す
べ
て
算
入
さ

れ
て

い

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
欄
に
は
惣
判
者
を
推
定
す
る
に
は
不
適
切
な
文
書
が

混
入
し
て
い
る
。
ま
ず
、
表
2
の
3
番
奥
嶋
・
北
津
田
徳
政
定
書
（
署
判
者
は
奥
嶋
・

北
津

田
の
沙
汰
人
）
と
同
4
番
菅
浦
惣
荘
合
戦
注
記
（
署
判
者
は
越
後
公
か
）
は
、

前
述
し
た
理
由
か
ら
除
外
す
べ
き
で
あ
る
。
黒
鳥
村
の
安
明
寺
五
座
置
文
（
1
・
5

番
）
及
び
今
堀
郷
年
寄
・
若
衆
置
目
（
7
番
）
は
、
一
村
内
部
で
は
あ
る
が
五
座
相

互

ま
た
は
年
寄
・
若
衆
相
互
の
契
状
と
し
て
の
意
義
が
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
も
一
般

的
な
惣
判
の
事
例
と
は
み
な
せ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
例
を
削
除
し
て
整
理
し
な
お
し
た
の
が
「
惣
判
惣
印
文
書
の

数

（
B
）
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
一
五
世
紀
前
期
に
惣
判
所
載
文
書
が
一
点
み

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
賀
太
惣
庄
座
衆
」
に
据
え
ら
れ
た
花
押
で
あ
り
、
内
容
的
に

は
賀
太
荘
八
幡
宮
の
神
事
に
関
す
る
定
書
で
あ
る
（
表
2
の
2
番
）
。
座
名
へ
の
判

と
い
う
点
で
安
明
寺
五
座
置
文
と
類
似
す
る
が
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
座
衆
と
し
て
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

を
据
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
時

期
的
に
み
て
、
と
り
あ
え
ず
例
外
的
な
存
在
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。

　
つ
づ
く
惣
判
惣
印
所
載
文
書
は
、
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
を
は
じ
め
と
し
て
す

べ

て
一
六
世
紀
以
降
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
村
落
内
部
文
書
に
お

け
る
惣
判
・
惣
印
は
、
基
本
的
に
は
一
六
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か

ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
惣
判
の
署
判
者
は
↓
六
世
紀
以
降
の
村
落
運
営
層
、
す
な
わ
ち

宮
座
の
乙
名
・
年
寄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
以
前
、
筆
者
は
村
落
財
政
と
村
落
内
身
分
と
の
関
連
に
つ
い
て
議
論
し
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た

際

に
、
村
落
内
身
分
は
①
中
世
前
期
（
一
一
世
紀
中
期
か
ら
二
二
世
紀
前
期
ま
で
）

の
古
老
・
住
人
身
分
、
②
中
世
後
期
（
一
三
世
紀
後
期
か
ら
一
五
世
紀
ま
で
）
の
乙

名
・
村
人
身
分
、
③
中
近
世
移
行
期
（
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
中
期
ま
で
）
の
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

寄
衆
・
座
衆
身
分
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
議
論
に
基
づ

く
と
、
一
六
世
紀
以
降
の
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
に
お
け
る
年
寄
身
分
の
者
が
惣
判
の

署
判
者
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（村
落
内
部
文
書
に
お
け
る
）
惣
判
と
は
、
中
近
世
移
行
期
に
年
寄
衆
・
座
衆
身

分
の

う
ち
の
年
寄
が
惣
中
文
言
に
単
独
で
据
え
た
判
で
あ
る
。
一
七
世
紀
中
期
以
降

の

問
題
や
対
外
的
な
村
落
文
書
の
問
題
を
ひ
と
ま
ず
捨
象
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に

惣
判
を
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
い

よ
い
よ
、
惣
中
文
言
に
年
寄
が
単
判
を
据
え
た
理
由
を
考
え
る
と
き
が
き
た
。

も
う
一
度
、
表
4
を
み
て
み
よ
う
。
惣
判
惣
印
所
載
文
書
は
九
通
、
若
干
の
問
題
を

含
む
も
の
を
い
れ
て
も
一
四
通
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
惣
中
文
言
所
載
文
書
の
二
％

で

あ
り
、
村
落
内
部
文
書
全
体
か
ら
み
る
と
わ
ず
か
四
％
に
す
ぎ
な
い
。
村
落
内
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

文
書
に
は
本
来
的
に
署
判
は
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
て
も
、

惣
判
（
惣
印
）
が
据
え
ら
れ
る
文
書
は
全
体
的
に
み
て
き
わ
め
て
異
例
な
存
在
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
惣
判
（
惣
印
）
の
あ
る
村
落
内
部
文
書
の
背
景
に
は
、
特
異
な

事
情
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
呼
ぶ
。

　

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
惣
中
文
言
に
こ
と
さ
ら
に
判
を
加
え
た
点
を
考
え
て
み
る

と
、
気
に
な
る
の
は
か
つ
て
筆
者
自
身
が
「
『
今
堀
惣
中
』
に
付
さ
れ
た
判
は
お
の
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の

そ
の
当
時
の
代
表
者
の
も
の
」
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
惣
判
が
当
時

の
年
寄
個
人
の
判
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
現
在
で
も
支
持
し

う
る
見
解
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
対
外
的
な
村
落
文
書
の
惣
判
・
惣
印
を
考
え
た
場

合
、
村
落
の
代
表
者
と
い
う
意
味
で
惣
判
者
を
と
ら
え
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
村
落
内
部
文
書
に
お
け
る
惣
判
の
署
判
者
を
（
村
落
の
）
「
代
表
者
」

と
ア
プ
リ
オ
リ
に
み
て
い
る
点
は
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
具
体
的
な
史
料
を
通

し
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
定
　
掟
目
条
々
事

一
御
代
官
よ
り
被
仰
付
御
年
貢
米
之
事
、
地
下
人
内
う
け
状
仕
候
上
者
、
自
前

　
は
し
り
候
者
見
か
く
し
候
ハ
・
、
と
な
り
為
三
間
御
年
貢
納
所
可
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

一
御
検
地
御
帳
儀
、
御
代
官
よ
り
御
以
礼
候
間
者
、
そ
し
や
う
可
申
候
条
、
相

　
　
（
い
脱
力
）

　
か

な
候
ハ
す
ハ
、
地
下
儀
は
し
り
候
共
、
一
味
同
心
二
可
仕
候
事

右
之
掟
目
や
ふ
り
申
物
こ
れ
あ
ら
者
、
や
く
そ
く
定
付
あ
い
不
可
申
者
也

　
　
　
　
　
（
年
脱
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
堀

　
　
天
正
十
九

八
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
分
（
花
押
）

四
郎
左
衛
門
（
略
押
）
　
五
郎
兵
へ
（
略
押
）
　
二
郎
四
郎
（
略
押
）

左
衛
門
太
郎
（
花
押
）

　
　
　
（
以
下
、
七
〇
人
の
連
署
判
〈
う
ち
、
二
六
人
の
判
は
な
い
〉
は
省
略
）

　

こ
こ
に
引
用
し
た
天
正
一
九
年
（
一
五
九
二
今
堀
惣
分
連
署
定
書
（
表
2
の
9

番
）
に
は
、
日
下
の
「
今
堀
惣
分
」
の
惣
中
文
言
に
花
押
一
穎
（
前
述
の
田
中
久
蔵

の

判
で
あ
る
）
が
据
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
七
四
人
の
連
署
判
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
文
書
は
地
下
人
の
逃
亡
・
逃
散
に
関
す
る
規
制
で
あ
り
、
こ
の
規
制
を
犯
し

た
者
に
対
し
て
は
交
際
を
禁
ず
る
旨
の
罰
則
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の

文
書
に
付
さ
れ
た
多
数
の
連
署
判
は
、
こ
の
規
制
の
遵
守
を
誓
約
す
る
意
味
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
「
今
堀
惣
分
」
に
据
え
ら
れ
た
花
押
は
、
無
記
名
で
あ
る
点
か
ら
み
て
、

後

に
続
く
連
署
判
の
よ
う
に
規
制
遵
守
の
た
め
に
据
え
ら
れ
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。

ま
し
て
や
、
多
数
連
署
判
で
遵
守
が
保
証
さ
れ
て
い
る
村
落
内
部
文
書
に
、
わ
ざ
わ

ざ
「
代
表
者
」
の
（
そ
れ
も
無
記
名
の
）
判
を
据
え
た
と
解
す
る
の
は
、
い
か
が
で

あ
ろ
う
か
。

　
別
な
例
を
み
て
み
よ
う
。
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
今
堀
惣
分
置
文
（
表
2
の
1
0

番
）
に
は
、
道
正
の
署
判
と
「
今
堀
惣
分
」
の
文
言
と
惣
判
（
花
押
一
願
）
が
据
え

ら
れ
て
い
る
。
道
正
の
署
判
が
村
落
代
表
者
と
し
て
の
署
判
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
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れ

に
加
え
て
こ
と
さ
ら
に
今
堀
惣
分
の
惣
判
を
据
え
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
今
堀
惣

分
の

惣
判
に
も
、
や
は
り
村
落
代
表
と
は
異
な
る
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
話
を
天
正
一
九
年
今
堀
惣
分
連
署
定
書
に
戻
そ
う
。
村
落
を
代
表
す
る
た

め

の

も
の
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
こ
の
惣
判
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
史
料
の
惣
判
は
、
そ
れ
に
続
く
多
数
連
署
判
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
印
象
を

受
け
る
。
そ
れ
は
多
数
連
署
判
が
規
制
遵
守
を
誓
約
し
た
（
さ
せ
ら
れ
た
）
の
に
対

し
て
、
逆
に
誓
約
を
強
制
し
た
側
の
署
判
と
う
け
と
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
署
判

者
の
田
中
久
蔵
個
人
の
履
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
考
え
て
こ

の

惣
判
が
年
寄
衆
の
］
人
と
し
て
据
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
詳
細
は
旧
稿
に
譲
る
が
、
こ
の
時
期
の
今
堀
郷
は
深
刻
な
内
部
分
裂
の
様
相
を
呈

　
　
　
（
1
9
）

し
て
い
た
。
村
落
定
書
制
定
月
の
変
化
か
ら
み
て
一
六
世
紀
こ
と
に
そ
の
後
期
に
非

常
事
態
に
対
す
る
緊
急
対
処
と
い
う
様
相
が
濃
く
な
っ
て
い
た
点
。
先
規
に
対
し
て

異
議
を
唱
え
る
者
へ
の
規
制
。
迷
惑
を
か
け
る
者
の
排
除
。
台
頭
す
る
新
座
の
者
に

対
す
る
「
惣
並
異
見
」
の
禁
制
。
多
数
決
制
の
再
確
認
や
出
席
拒
否
な
ど
か
ら
う
か

が

え
る
寄
合
紛
糾
の
状
況
な
ど
。
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
今
堀
郷
年
寄
衆
の
村
落

支
配
体
制
は
動
揺
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
年
寄
衆
は
規
制
を
強

化
す
る
一
方
で
、
村
落
構
成
員
の
自
力
救
済
的
行
為
を
積
極
的
に
お
し
と
ど
め
て
、

年
寄
惣
分
の
権
限
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
か
ら
み
て
、
引
用
し
た
天
正
一
九
年
今
堀
惣
分
連
署
定
書
の
多

数
連

署
判
（
の
強
制
）
は
、
年
寄
衆
が
村
落
集
団
の
動
揺
や
村
落
構
成
員
の
反
発
に

対
応
し
て
と
っ
た
手
段
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
文
書
の
惣
判
は
、
村
落
を
指
導

す
る
年
寄
衆
集
団
の
権
威
を
「
今
堀
惣
分
」
の
名
の
も
と
に
示
し
、
村
落
集
団
の
動

揺

を
高
圧
的
に
鎮
め
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
惣
判
が
無
記
名

（署

な
し
）
で
あ
る
の
は
、
判
を
据
え
た
年
寄
個
人
を
越
え
て
、
年
寄
衆
全
体
（
年

寄
惣
分
）
の
意
思
を
「
今
堀
惣
分
」
の
総
意
と
し
て
権
威
づ
け
強
制
す
る
効
果
を
ね

ら
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
今
堀
惣
分
定
書
（
表
2
の
1
4
番
）
は
、
長
兵
衛
と
の

惣
中
つ
き
あ
い
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
定
書
に
は
、
日
下
の
「
今
堀
惣
分
」

文
言
に
「
神
主
」
の
署
の
み
が
据
え
ら
れ
（
判
は
な
い
）
、
こ
れ
に
七
〇
人
の
連
署

判
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
多
数
連
署
判
も
規
制
の
遵
守
を
誓
約
す
る
意
味
で
な
さ

れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
今
堀
惣
分
」
「
神
主
」
の
署
は
、
判
が
な
い
点
で
も
わ
か
る

よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
多
数
連
署
判
と
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
。
こ
の
「
今
堀
惣
分
」

「神
主
」
の
署
も
さ
き
の
天
正
一
九
年
の
惣
判
と
同
様
に
、
署
判
を
強
制
す
る
側
の

も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
寛
永
一
六
年
の
事
例
は
、
判
が
な
い
の
で
厳
密
な
意
味

で

は
惣
判
で
は
な
い
し
、
神
主
と
い
う
署
が
あ
る
点
で
も
天
正
一
九
年
の
例
と
は
異

な
る
。
し
か
し
、
こ
の
惣
中
文
言
と
神
主
の
署
は
、
実
質
的
に
は
さ
き
の
今
堀
惣
分

の

惣
判
と
同
様
な
機
能
を
果
た
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
惣
中
文
言
及
び
惣
判
の
も
と
に
繰
り
返
し
多
数
連
署
判
を
強
制
し

て

い

る
点
に
も
、
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
今
堀
郷
の
動
揺
の
深
刻
さ
が
う
か
が
え

る
。
天
正
一
九
年
の
文
書
で
七
四
人
の
連
署
判
の
う
ち
署
の
み
で
判
の
な
い
も
の
が

二
六
人

お
り
、
寛
永
一
六
年
で
は
七
〇
人
の
連
署
判
の
う
ち
一
〇
人
に
判
が
な
い
。

こ
う
し
た
多
数
連
署
判
の
一
部
欠
如
と
い
う
状
況
も
、
村
落
の
動
揺
を
物
語
る
も
の

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
今
堀
郷
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
一
六
世
紀
に
お
け
る
乙
名
・
村
人
身
分
か
ら
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
へ
の
変
化
、

そ

の
後
の
年
寄
衆
・
座
衆
に
よ
る
村
落
規
制
の
顕
著
さ
は
、
村
落
宮
座
を
結
節
点
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

す
る
村
落
運
営
に
動
揺
が
生
じ
て
き
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
紀

伊
国
荒
川
荘
で
も
、
三
船
神
社
宮
座
の
年
寄
衆
・
座
衆
に
よ
る
村
落
運
営
が
動
揺
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

形
骸
化

し
つ
つ
あ
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。
惣
中
文
言
に
さ
ら
に
判
を
加
え
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
動
向
に
対
応
し
て
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
集
団
が
と
っ
た
村
落
運
営
維
持

策
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
近
世
移
行
期
の
村
落
内
部
文
書
に
お
け
る
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（
2
2
）

惣
判
は
、
村
落
内
身
分
の
動
揺
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

③
惣

印

　
つ
づ
い
て
、
惣
印
の
成
立
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
表
2
に
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
堅
田
舟
頭
中
掟
書
の
舟
頭
惣
代
に
付
さ
れ

た
黒
印
（
H
番
）
と
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
一
色
村
惣
中
の
印
（
1
3
番
）
と
の
二

つ
が
み

え
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
山
国
荘
の
特
殊

な
略
押
と
惣
判
・
惣
印
と
の
関
連
か
ら
み
て
み
た
い
。

　
表
5
は
、
山
国
荘
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
略
押
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

に

あ
げ
た
略
押
は
、
「
井
」
、
「
大
」
、
「
二
」
な
ど
直
線
を
組
み
合
わ
せ
た
特
徴
的
な

記
号
で
あ
る
。
勝
田
至
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
判
は
、
久
多
荘
や
葛
川
な
ど
安

曇
川
流
域
、
山
国
荘
な
ど
の
大
堰
川
流
域
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
筏
流
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
じ
る
し

で
材
木
所
有
者
を
識
別
す
る
た
め
木
に
刻
み
つ
け
る
木
印
を
転
用
し
た
も
の
で
あ

　
　
　
（
2
3
）

る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
勝
田
氏
の
指
摘
を
も
と
に
、
こ
の
よ
う
な
略
押
を
「
木
印

形
略
押
」
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

　
表
5
か
ら
、
こ
の
木
印
型
略
押
の
特
徴
を
み
て
お
こ
う
。
ま
ず
第
一
に
指
摘
す
べ

き
は
、
こ
れ
が
個
人
の
判
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
表
5
の

1
0
・
1
1
番
の
「
井
」
、
2
6
・
2
8
・
2
9
番
の
「
大
」
な
ど
、
同
じ
字
形
が
複
数
の
人
に

ほ

ぼ
同
時
期
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
は
、
通
常
の
略
押
と
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
2
・

3
・
7
・
9
番
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
大
」
は
、
須
河
家
相
伝
の
略
押
の
よ
う
で
あ

（2
4
）
る
。
こ
の
点
は
、
通
常
の
花
押
や
略
押
と
異
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
木
印
形
略
押
そ
の
も
の
も
興
味
深
い
研
究
対
象
で
あ
る
が
、
本
稿
で

問
題
と
し
た
い
の
は
こ
れ
が
惣
判
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
表
6
は
、
山
国
荘
に
お
け
る
惣
中
文
言
と
惣
判
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
5

に

掲
出
し
た
木
印
形
略
押
の
惣
判
も
再
掲
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
（
黒
田
）
下

村
の
「
小
」
（
7
・
8
番
）
、
山
国
庄
惣
中
の
「
二
」
（
9
・
1
0
番
）
、
（
中
江
村
）
村
中

（17

～
1
9
番
）
の
「
大
一
」
な
ど
、
木
印
形
略
押
の
惣
判
が
み
え
る
。

　
黒

田
下
村
は
、
も
と
も
と
通
常
の
略
押
を
惣
判
と
し
て
い
た
（
表
6
の
3
番
）
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

一
六
世
紀
中
期
か
ら
木
印
形
略
押
（
「
小
」
）
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
「
山
国

庄
惣
中
」
が
「
二
」
の
木
印
形
略
押
を
用
い
る
以
前
、
同
じ
「
二
」
の
木
印
形
略
押

を
荘
又
五
郎
が
個
人
の
判
と
し
て
用
い
て
い
る
（
表
5
の
8
番
）
。
荘
又
五
郎
自
身

は
「
山
国
庄
惣
中
」
の
惣
判
と
は
直
接
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
「
山

国
庄
惣
中
」
の
木
印
形
略
押
も
本
来
は
個
人
の
判
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
元
禄
年
間
の
記
録
に
黒
田
各
村
の
「
惣
し
る
し
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
（
表
6
の
2
1
番
）
、
あ
る
段
階
か
ら
特
定
個
人
の
木
印
形
略
押
が
村
落
集
団
固

有
の
略
押
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
木
印
形
略
押
が
個
人
の
家
で
相
伝

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
点
も
、
村
落
集
団
内
で
同
形
の
木
印
形
略
押
に
惣
判
が
固

定
さ
れ
相
伝
さ
れ
て
い
く
前
提
と
し
て
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

川
嶋
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
木
印
形
略
押
は
花
押
と
異
な
り
書
き
手
や

時
代
に
よ
っ
て
形
状
が
変
化
す
る
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
事
実
上
「
印
」
と
同
様

な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
ず
っ
と
下
っ
て
一
九
世
紀
後
期
、
個
人
の

印
で
あ
る
が
、
木
印
形
略
押
を
円
形
の
印
に
し
た
「
筏
判
形
」
も
み
ら
れ
る
（
表
5

の
34

番
）
。
以
上
の
点
か
ら
、
木
印
型
略
押
の
惣
判
は
、
略
押
で
あ
っ
て
も
、
惣
印

と
同
様
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
山
国
荘
域
で
は
、
同
一
の
判
形
が
繰
り
返

し
用
い
ら
れ
た
一
六
世
紀
中
期
か
ら
「
実
質
的
な
惣
印
」
が
み
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
何
故
に
山
国
荘
域
で
（
実
質
的
）
惣
印
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

同
荘
の
事
情
を
考
え
る
前
に
、
別
な
事
例
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
紀
伊
国
隅
田
荘
赤
塚
村
は
、
応
永
二
年
（
二
二
九
五
）
赤
塚
村
堂
座
讃
文
（
写
か
。

表
1
の
2
3
番
）
に
「
堂
座
」
の
惣
中
文
言
が
み
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に

は
惣
判
は
な
く
、
堂
座
講
中
（
諸
頭
一
七
人
）
の
連
署
判
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
赤
塚
村
堂
座
衆
連
署
讃
文
に
は
、
「
隅
田
庄
赤

塚
村
堂
衆
中
」
と
い
う
惣
中
文
言
に
「
朱
印
」
が
捺
さ
れ
、
そ
れ
に
続
い
て
堂
座
衆

39



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第77集　1999年3月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

一
七
人
が
署
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
堂
座
衆
（
諸
頭
）
の
「
堂
座

位
」
、
「
順
席
」
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
村
に
は
堂
座
衆
の
地
位
や
血
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

を
こ
と
に
強
調
し
て
い
る
文
書
も
別
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
朱
印
は
、
漢
字
一
字
（
文
字
未
解
読
）
が
稚
拙
に
陰
刻
さ
れ
た
、
縦
二
・
五

セ

ン

チ

横
二
・
三
セ
ン
チ
の
大
振
り
の
印
で
あ
る
。
こ
の
印
の
朱
墨
は
、
同
文
書
に

捺

さ
れ
た
如
意
宝
珠
印
の
も
の
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
あ
り
か

た
か
ら
み
て
、
こ
の
朱
印
は
、
堂
座
講
中
の
身
分
を
荘
厳
し
そ
の
権
威
を
強
調
し
誇

示
す
る
目
的
で
捺
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
背
景
に
、
堂
座
講
中
の
身
分
の
動

揺

と
い
う
事
態
が
か
く
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
赤
塚
村
に
お
け
る
惣
印
の
出
現
が
、
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
年

寄
衆
・
座
衆
身
分
の
動
揺
に
よ
る
惣
判
の
成
立
と
同
様
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
惣
印
の
成
立
に
お
い
て
も
、
惣
判
と
同
様
に
、

年
寄
衆
・
座
衆
に
よ
る
村
落
運
営
の
動
揺
、
村
落
内
身
分
の
形
骸
化
と
い
う
要
因
が

あ
る
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
赤
塚
村
で
は

惣
判
で
は
な
く
惣
印
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
再
び
山
国
荘
の
事
例
に
戻
っ
て
み
よ
う
。
山
国
荘
の
（
実
質
的
）
惣
印
文

書
に
は
、
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
の
村
落
運
営
の
動
揺
を
直
接
示
す
よ
う
な
内
容
は
み

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
当
時
の
山
国
荘
に
も
内
在
し
て
い
た
も

　
　
　
　
　
（
2
8
）

の
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
山
国
荘
域
で
も
、
木
印
形
略
押
の
惣
判
が
明
瞭
に
み
ら
れ
る
の
は
、
山
国
荘

惣
中
、
黒
田
下
村
、
中
江
村
で
、
さ
ら
に
近
世
の
記
録
（
表
6
の
2
1
番
）
で
は
同
じ

く
黒
田
下
村
及
び
黒
田
宮
村
、
黒
田
上
村
、
そ
し
て
黒
田
村
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ

山
国
荘
域
で
も
こ
れ
ら
以
外
の
村
落
で
は
、
木
印
形
略
押
の
惣
判
が
用
い
ら
れ
た
徴

証

は
み
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
様
な
政
治
状
況
に
お
か
れ
た
地
域
で
も
、

（実
質
的
）
惣
印
が
あ
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
み
て
、
惣
印
の
成
立
に
と
っ
て
、
村
落
運
営
の
動
揺
な
ど
の
内
在
的
な

要
因
は
前
提
条
件
で
は
あ
っ
て
も
十
分
条
件
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
山
国
荘
の
（
実
質
的
）
惣
印
文
書
を
み
て
み
る
と
、
そ
れ
ら

は
売
券
、
契
状
、
宛
行
状
な
ど
で
、
す
べ
て
が
対
外
的
な
要
素
を
も
つ
文
書
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
村
落
内
部
文
書
の
惣
判
と
大
き
く
異
な
る
点

で

あ
る
。
ま
た
、
木
印
そ
の
も
の
も
筏
流
し
と
い
う
運
輸
・
流
通
に
際
し
て
用
い
ら

れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
木
印
形
略
押
の
惣
判
す
な
わ
ち
（
実
質
的
）
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署判者 備　　　考

采女部光吉ら3人

沙弥教阿弥

沙弥教阿弥

沙弥道厳ら3人

沙弥道厳ら3人

妙性、西右馬

内田法学

荘又五郎

須河祢宜貞国 「大」は須河家相伝の略押か

地下長男 他に四沙汰人の判あり

三条原

中務丞

惣判者不明 他に7人の署判あり

惣判者不明 他に3人の署判あり

惣判者不明

妙源及び子の治郎

上石畠治郎

久保中司

惣判者不明

西うら四郎三郎

湯上谷次郎太郎ら3人

左近ら15人 大布施惣中宛

辻村彦三郎ら3人

村中

惣判者不明 他に7人の連署判あり

長二郎

組頭五郎右衛門ら12人 大の略押を使う者が2人居る

惣判者不明 他に10人の署判あり

惣判者不明 他に10人の署判あり

惣判者不明 他に10人の署判あり

久左衛門ら

甚左衛門ら

菅河道節

筏印＝円内に木印を記した印

他に下村などの惣しるしあり
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表5　山国荘「木印形略押」一覧

No． 西暦 年号 年 月 文書名 文書所蔵者 出　典 番　号 署判形態
1 1309 延慶 2 7 采女部光吉田地処分状 西入郎家文書 黒田 672 略押（「十」など）

2 1348 貞和 4 3 教阿山畠譲状 菅河仁家文書 黒田 291 略押（「大」）

3 1348 貞和 4 3 教阿田地譲状 菅河仁家文書 黒田 292 略押（「大」）

4 1354 文和 3 10 沙弥道厳田畠処分状 西八郎家文書 黒田 674 略押（「三に縦棒」）

5 1354 文和 3 10 沙弥道厳田畠処分状 西八郎家文書 黒田 675 略押（「三に縦棒」、「舟」）

6 1398 応永 5 4 妙性山売券 西八郎家文書 黒田 680 略押（「舟」など）

7 1406 応永 13 5 内田法学山地売券 菅河嘉家文書 黒田 331 略押（「大」）

8 1449 文安 6 2 荘又五郎山畑売券 西八郎家文書 黒田 684 略押（「二」）

9 1459 長禄 3 2 須河祢宜貞国田地譲状 菅河仁家文書 黒田 300 略押（「大」）

10 1468 応仁 2 11 山国惣荘山地売券写 西家文書 山国 197 略押（「井」・「大」・「十一」・「天」）

11 1496 明応 5 7 三条原畠売券 藤野家文書 山国 71 略押（「井」）

12 1540 天文 9 3 中務丞山地譲状 小畠家文書 山国 79 略押（「×」）

13 1545 天文 14 10 下村惣中連署田地売券 井本家文書 山国 266 略押（「小」）

14 1552 天文 21 4 下村惣中田地売券 井本家文書 山国 277 略押（「小」）

15 1561 永禄 4 10 山国荘惣中契状 鳥居家文書 山国 40 略押（「二」）

16 1564 永禄 7 3 上石畠ノ妙源田地売券 西八郎家文書 黒田 698 略押（「十」）

17 1568 永禄 11 12 上石畠治部田地売券 西八郎家文書 黒田 699 略押（「キ」）

18 1570 元亀 1 12 西山太郎三郎・久保中司預状 鳥居家文書 山国 50 略押（「十」）

19 1571 元亀 2 3 山国惣庄宛行状 西八郎家文書 黒田 700 略押（「二」）

20 1576 天正 4 11 西うら四郎三郎畠売券 岡本家文書 黒田 706 略押（「キ」）

21 1578 天正 6 7 田貫村湯上谷次郎太郎田地売券 岡本家文書 黒田 712 略押（「井」など）

22 1598 慶長 3 6 大布施村（？）左近等連署置文 大布施村文書 下郷 略押（「小」など）

23 1607 慶長 12 10 三ヶ村山旋書 西八郎家文書 黒田 701 略押（「井」、「大一」）

24 1610 慶長 15 12 村中山地売券 河原林家文書 山国 116 略押（「大」）

25 1631 寛永 8 ll 弥四郎田地売券 水口家文書 黒田 652 略押（L×一」）

26 1643 寛永 20 11 下丹波屋田地売券 井本昭家文書 黒田 337 略押（「大」・「井」・「二」）

27 1651 慶安 4 8 広河原五人組改帳 山国神社文書 黒田 508 略押（「大」、「十」など）

28 1653 承応 2 12 中江村村田売券 小畠家文書 山国 375 略押（「大一」）

29 1653 承応 2 12 中江村村田売券 小畠家文書 山国 376 略押（「大一」）

30 1654 承応 3 2 中江村村田売券 小畠家文書 山国 377 略押（「大一」）

31 1662 寛文 2 4 奥山住人連署請状 山国神社文書 黒田 510 略押（「下」、「二」など）

32 1670 寛文 10 8 奥山組頭十三人連署誓約状 山国神社文書 黒田 514 略押（「三」、「廿」）

33 1696 元禄 9 9 菅河道節山地譲状 菅河誠家文書 黒田 256 略押（「上」）

34 1867 慶応 3 6 下黒田村筏判形証状 大東藤家文書 黒田 489 筏印（「○に入字」など）

35 元禄年間西家永代書留 西家文書 黒田 148 「二」（二つ引）など

（註）「出典」欄の「山国」、「黒田」、「下郷」は、それぞれ以下の著書・史料写真帳を示すものである。

　「山国」：野田只夫編「丹波国山国荘史料』（1958年、史籍刊行会）

　「黒田」：野田只夫編『丹波国黒田村史料」（1966年、黒田自治会村誌編纂委員会）

　「下郷」：「下郷共済会所蔵文書　木板花押古文書」（東京大学史料編纂所架蔵写真帳）
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惣
印
は
お
も
に
外
的
な
契
機
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
み
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

冒
頭
で
み
た
山
科
七
郷
の
惣
印
（
印
文
「
山
科
」
の
黒
印
）
や
久
多
惣
中
の
木
印

形
略
押
の
惣
判
も
、
か
た
や
書
状
か
た
や
売
券
で
、
い
ず
れ
も
対
外
的
要
素
を
も
つ

文
書
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
同
様
な
事
情
を
物
語
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
都
市
の
状
況
で
あ
る
。
表
7
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の

表
は
、
中
世
都
市
共
同
体
の
惣
判
・
惣
印
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ

は
筆
者
が
気
付
い
た
限
り
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
都
市
の
惣
判
・
惣
印
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

る
可
能
性
は
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
表
7
を
み
る
と
、
都
市
惣
判
・

惣
印
の
多
く
が
「
花
押
印
」
で
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
（
五
八
例
中
の
四
〇
例
）
。

花
押
印
は
、
花
押
と
い
う
点
で
惣
判
と
共
通
す
る
面
を
も
っ
て
い
る
が
、
印
と
し
て

形
状
が

固
定
さ
れ
て
い
る
点
で
実
質
的
に
は
惣
印
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

こ
の
都
市
の
（
実
質
的
）
惣
印
が
、
一
五
世
紀
末
期
か
ら
み
ら
れ
る
点
に
注
意
し
た

い
。

　
山
科
七
郷
の
惣
印
が
一
六
世
紀
前
期
、
表
2
に
み
え
る
堅
田
と
一
色
村
の
惣
印
は

宛　　　先 備　　　考

水口左衛門尉重清ら3人

蓮花寺 他に増清の署判あり

黒田下村惣 他に増清の署判あり

なし 写

なし 袖に略押1願あり

下林さご殿 他に証人の判あり

えいしやくはう 他に7人の署判あり

周祐之房 他に3人の署判あり

鳥居河内守殿

中江村西治部

京はり屋彦四郎殿 11人の連署付属

井ノ本左近殿

井ノ本左近殿

水口長右衛門殿 他に7人の連署判あり

す川九兵衛殿ら3人 28人の連印付属

小畠甚蔵殿

小畠掃部殿 他に10人の署判あり

釜田左近殿 他に10人の署判あり

小畠庄兵衛・掃部殿 他に10人の署判あり

庄屋勘兵衛殿 31人の連印付属

他に下村などの惣しるしあり

一
七
世
紀
前
期
で
あ
る
。
ま
た
久
多
荘
や
山
国
荘
に
お
け
る
（
実
質
的
）
惣
印
も
、

一
六
世
紀
前
期
及
び
中
期
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
管
見
の
限
り
い
ず

れ
の
村
落
の
惣
印
よ
り
も
は
や
く
都
市
の
（
実
質
的
）
惣
印
が
出
現
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
、
雑
賀
足
軽
衆
は
河
内
真
観
寺
に
対
し
て
在
所
の
足
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

衆
に
関
す
る
制
札
を
だ
し
て
い
る
。
こ
の
制
札
の
「
雑
賀
足
軽
衆
惣
中
」
の
署
に

は
、
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
制
札
の
宛
先
は
村
落
で
は
な
く
そ
の
領
主
で

あ
る
真
観
寺
で
あ
り
、
ま
た
雑
賀
足
軽
衆
を
都
市
的
な
存
在
に
擬
し
て
よ
い
か
な
ど
、

問
題
は
あ
る
。
た
だ
、
戦
争
を
契
機
と
す
る
都
都
間
交
流
で
都
市
の
（
惣
）
印
が
村

落
に
流
入
し
た
動
向
の
一
環
に
、
こ
の
史
料
を
位
置
づ
け
て
お
き
た
い
。
な
お
、
雑

賀
に
は
、
日
下
に
「
紀
州
雑
嘉
」
の
紫
印
の
み
が
捺
さ
れ
た
戦
国
期
の
雑
賀
惣
中
書

　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

状
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
堅
田
舟
頭
中
定
書
（
表
2
の
1
1
番
）
に
は
、
辻
の
市
兵

衛
の

署
判
と
な
ら
ん
で
、
「
舟
頭
惣
代
」
の
署
に
黒
印
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

印
を
本
稿
で
は
、
村
落
の
惣
印
と
み
な
し
た
。
し
か
し
周
知
の
ご
と
く
、
堅
田
は
漁

村
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
湖
上
交
通
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
堅
田
は

　
　
　
　
　
都
市
的
な
要
素
が
い
ち
は
や
く
流
入
す
る
地
域
と
い
え
る
。
そ
の
堅
田

　
　
　
　
　
に
村
落
内
部
文
書
に
お
け
る
惣
印
の
初
見
が
み
ら
れ
る
の
は
、
都
市
と

　
　
　
　
　
の
交
流
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
隅
田
荘
赤
塚
村
の
場

　
　
　
　
　
合
も
、
近
隣
の
都
市
や
紀
ノ
川
水
運
の
影
響
を
背
景
と
し
て
想
定
し
て

　
　
　
　
　
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
近
江
国
保
内
郷
柿
法
度
に
は
、
日
下
に
保

　
　
　
　
　
内
の
布
施
村
な
ど
の
村
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
　
　
　
ま
た
は
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
西
村
な
ど
花
押
が
五
ヶ

　
　
　
　
　
村
、
布
施
村
な
ど
印
が
六
ヶ
村
で
あ
る
。
こ
の
柿
法
度
と
は
、
保
内
で

　
　
　
　
　
生
産
し
た
柿
の
売
買
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
買
い
取
り
先
は
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
　
　
　
隣
日
野
町
の
塗
師
集
団
で
あ
る
。
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表6　山国荘惣判一覧

No． 西暦 年号 年 月 文書名 出典 番号 惣中文言 署判形態 署判者
1 1492 延徳 4 7 山国惣荘山地売券写 山国 158 山国惣庄 判なし 窪田赤房丸ら4人

2 1498 明応 7 11 黒田下村惣山地手継文書写 山国 234 黒田下村惣 在判 惣判者不明

3 1498 明応 7 11 黒田下村惣山地売券 山国 235 黒田下村惣 略押 惣判者不明

4 1533 天文 2 12 下村中在家銭在所目録 山国 258 下村中 判なし 惣判者不明

5 1539 天文 8 4 新田在所目録 山国 262 名主中 惣判なし 惣判者不明

6 1539 天文 8 10 山国荘棚見方座中田地売券 竹田 11 棚見方座中 略押 不明

7 1545 天文 14 10 下村惣中連署田地売券 山国 266 下村惣中 略押（「小」） 惣判者不明

8 1552 天文 21 4 下村惣中田地売券 山国 277 下村中 略押（「小」） 惣判者不明

9 1561 永禄 4 10 山国荘惣中契状 山国 40 山国庄惣中 略押（「二」） 惣判者不明

10 1571 元亀 2 3 山国惣庄宛行状 黒田 700 山国庄惣中 略押（「二」） 惣判者不明

11 1598 慶長 3 12 黒田三ヶ村惣中山売券案 黒田 162 黒田三ヶ村惣中 惣判なし 惣判者不明

12 1621 元和 7 12 下黒田惣村畠地売券 山国 307 下黒田村中 略押6穎 庄屋東ら6人

13 1621 元和 7 12 下黒田惣村田地売券 山国 308 下黒田村中 略押6穎 庄屋東ら6人

14 1631 寛永 8 11 弥四郎田地売券 黒田 652 村惣中 略押（「一×一」） 惣判者不明

15 1639 元禄 6 12 春日大明神神領山覚状 黒田 9 上黒田村惣中 惣判なし 惣判者不明

16 1649 慶安 2 12 中江村惣山売券 山国 373 中江村中 印5穎・略押1願 庄屋ら5人

17 1653 承応 2 12 中江村村田売券 山国 375 村中 略押（「大一」） 惣判者不明

18 1653 承応 2 12 中江村村田売券 山国 376 村中 略押（「大一」） 惣判者不明

19 1654 承応 3 2 中江村村田売券 山国 377 村中 略押（「大一」） 惣判者不明

20 1676 延宝 4 8 上黒田村中人足扶持代請取状 黒田 54 上黒田村中 惣判なし 惣判者不明

21 元禄年間西家永代書留 黒田 148 黒田惣しるし（など） 「二」（二つ引）など

（註）「出典」欄の「山国」、「黒田」、「竹田」は、それぞれ以下の著書を示すものである。

　「山国」：野田只夫編「丹波国山国荘史料」（1958年、史籍刊行会）

　「黒田」：野田只夫編『丹波国黒田村史料」（1966年、黒田自治会村誌編纂委員会）

　「竹田」：竹田聴洲「近世村落の社寺と神仏と神仏習合』（1997年、国書刊行会）所収「史料編」

　

こ
の
日
野
町
か
ら
は
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
、
同
三
年
、
享
保

四
年
（
一
七
一
九
）
、
同
一
八
年
、
及
び
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

と
、
渋
柿
直
段
定
証
文
な
ど
の
文
書
が
保
内
に
だ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
に
は
、
日
野
町
町
人
の
連
印
や
「
日
野
塗
師
当
番
中
」
の
文
言
と
印

が
付
さ
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
日
野
町
か
ら
保
内
郷
へ
だ

さ
れ
て
い
る
文
書
に
は
、
花
押
や
略
押
は
な
く
、
す
べ
て
印
が
捺
さ
れ

て

い

る
点
で
あ
る
。

　
一
方
、
保
内
か
ら
日
野
町
に
だ
さ
れ
た
文
書
で
は
、
続
く
享
保
一
七

年
（
一
七
三
二
）
保
内
郷
柿
相
談
定
書
に
は
、
上
大
森
村
な
ど
九
ヶ
村

の
村
名
の
署
に
は
す
べ
て
花
押
が
据
え
ら
れ
て
お
り
、
印
は
み
ら
れ
な

い
。
そ
の
後
、
同
二
〇
年
保
内
郷
柿
相
談
定
書
に
九
ヶ
村
の
う
ち
下
大

森
村
の
署
の
み
に
印
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
寛
保
三
年
（
一
七
四

三
）
で
は
各
村
を
代
表
す
る
庄
屋
三
人
の
署
に
は
す
べ
て
印
が
捺
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
以
上

の

よ
う
な
文
書
の
や
り
と
り
を
み
て
い
る
と
、
柿
の
値
段
の
交

渉
や

そ
の
売
買
を
通
し
て
、
日
野
町
の
捺
印
の
慣
行
が
次
第
に
保
内
に

浸
透
し
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
笹
本
正
治
氏
に
よ
る
と
、
村
落
民
衆
が
印
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

た
契
機
は
、
戦
国
大
名
の
印
判
状
に
あ
る
と
い
う
。
確
か
に
、
印
判
状

が
捺
印
慣
行
の
普
及
に
全
般
的
な
影
響
力
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

否
め
な
い
。
し
か
し
ま
た
都
郡
間
の
交
流
も
、
か
な
り
以
前
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
印
判
状
と
い
う
支
配

被
支
配
の
場
の

力
と
と
も
に
、
よ
り
直
接
的
に
は
日
常
的
な
都
鄙
間
交

流
が
捺
印
慣
行
を
村
落
へ
も
た
ら
し
定
着
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

い
か
が
だ

ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
都
市
的
な
場
に
お
け
る
「
宿
場
印
」

が
近
世
後
期
に
お
け
る
「
村
の
公
印
」
（
後
述
）
成
立
の
背
景
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

と
す
る
笹
本
氏
の
指
摘
と
も
照
応
す
る
よ
う
に
思
う
。
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表7　都市惣判・惣印一覧

No． 西暦 年号 年 月 文書名 都市名 出　　　典 惣中文言 署判形態 宛　　　先

1 1490 延徳 2 12 山田三方太布新座定書 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 彦左衛門

2 1493 明応 2 8 山田三方酒座定書 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 曽根又二郎

3 1493 明応 2 8 山田三方酒座定書 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 曽根彦右衛門

4 1493 明応 2 8 山田三方酒座定書 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 福島

5 1493 明応 2 8 山田三方酒座定書 伊勢山田 輯古帖1（註1） 三方 花押印 福井

6 1497 明応 6 9 山田三方布座定書 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 なし

7 1505 永正 2 12 山田三方油座定書 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 なし

8 1509 永正 6 閏8 山田三方釜座定書 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 なし

9 1511 永正 8 9 山田三方麹葉座定書 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 なし

10 1526 大永 6 2 山田三方書状 伊勢山田 松葉安平氏所蔵文書1 三方 花押印 大塗師屋宗口口口

ll 1526 大永 6 2 麻座中書状 伊勢山田 輯古帖11（註1） 不明 朱印 不明

12 1530 享禄 3 5 山田三方紺座定書 伊勢山田 輯古帖11 三方 花押印 なし

13 1532 享禄 5 5 山田三方麹座定書 伊勢山田 松葉安平氏所蔵文書1 三方 花押印 なし

14 1533 天文 2 8 山田三方布座定書 伊勢山田 輯古帖11 三方 花押印 なし

15 1537 天文 6 ll 山田三方書状 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 曽根御代官衆

16 1538 天文 7 1 山田三方書状 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 曽根御代官中

17 1538 天文 7 2 山田三方書状 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 曽根御代官中

18 1538 天文 7 5 山田三方書状 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 曽根之郷御代官衆中

19 1538 天文 7 5 山田三方書状 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 曽根之郷御代官衆中

20 1538 天文 7 6 山田三方書状 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 曽根御代官衆中

21 1538 天文 7 8 山田三方書状 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 曽根御代官衆中

22 1540 天文 9 12 山田三方書状 伊勢山田 御巫家退蔵文庫（註1） 三方 花押印 陰陽師某

23 1550 天文 19 3 山田三方御器座定書 伊勢山田 徴古文府3 三方 花押印 はかりや宗三郎

24 1557 弘治 3 8 曽根谷彦一郎則国屋敷売券（八日市証印） 山田八日市 松葉安平氏所蔵文書3 八日市郷内三村 黒印 如真御比丘尼

25 1558 弘治 4 5 幸福右馬助内正吉畠地売券（八日市証印） 山田八日市 輯古帖4（註1） 八日市郷内三村 黒印 京六角堂勝蔵坊

26 1558 永禄 1 8 山田三方鰯座定書 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 なし

27 1559 永禄 2 8 久保平左衛門尉売券（八日市証印） 山田八日市 輯古帖1 八日市郷内三村 黒印 坂藤四郎

28 1560 永禄 3 7 大主屋源二郎宗信畠地売券（八日市証印） 山田八日市 松葉安平氏所蔵文書3 八日市郷内三村 黒印 田米多福蔵主

29 1560 永禄 3 10 朝熊門屋田地売券（八日市証印） 山田八日市 松葉安平氏所蔵文書3 八日市郷内三村 黒印 常智院

30 1560 永禄 3 11 新衛門田地売券（八日市証印） 山田八日市 松葉安平氏所蔵文書3 八日市郷内三村 黒印 常智院

31 1560 永禄 3 12 古日記写 大湊 大湊町役場所蔵文書（註2） 老若 花押印 なし

32 1562 永禄 5 2 横橋大主屋六三宗信田畠売券（八日市証印） 山田八日市 松葉安平氏所蔵文書3 八日市郷内三村 黒印 田米多福蔵主

33 1562 永禄 6 9 山田三方書状 伊勢山田 輯古帖3 三方 花押印 なし

博
寸
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34 1564 永禄 7 3 半蔵門尉家利屋敷売券（八日市証印） 山田入日市 輯古帖12（註1） 八日市郷内三村 黒印 慶徳弥次郎

35 1565 永禄 8 船々聚銭帳 大湊 大湊町役場所蔵文書（註2） 大湊老若 花押印 なし

36 1566 永禄 9 9 慶徳半衛門尉家利屋敷売券（八日市証印） 山田八日市 輯古帖2（註1） 八日市郷内三村 黒印 慶徳弥次郎

37 1568 永禄 ll 6 宇治上郷書状 伊勢宇治 輯古帖12 宇治上郷 花押 福井主計等2人

38 1572 元亀 3 12 八幡置銭日記 大湊 大湊町役場保管文書 大湊老若 花押印 なし

39 1573 天正 1 10 出船船数日記 大湊 大湊町役場保管文書 老若 花押印 なし

40 1573 天正 1 11 大工彦衛門尉等屋敷売券（八日市証印） 山田八日市 福島大夫関係御師古文書（註1） 八日市郷内三村 黒印 不明

41 1574 天正 2 8 船之取日記 大湊 大湊町役場保管文書 大湊公界 花押印 なし

42 1575 天正 3 6 覚弘院慈延屋敷売券（八日市証印） 山田八日市 輯古帖4（註1） 八日市郷内三村 黒印 ふんしやう寺

43 1577 天正 5 11 山田三方書状 伊勢山田 輯古帖11 山田三方 花押印 宗左衛門尉

44 1578 天正 6 2 山田三方麻座定書 伊勢山田 徴古文府3 三方 花押印 はかりや二衛門尉

45 1578 天正 6 4 山田三方書状 伊勢山田 輯古帖11 三方 花押印 馬淵六左

46 1578 天正 6 4 山田三方書状 伊勢山田 輯古帖12 三方 花押印 龍大夫内九郎三郎

47 1579 天正 7 1 山田三方書状 伊勢山田 輯古帖ll 三方 花押印 こんや十郎衛門

48 1587 天正 15 11 京十四町組汁定文 京十四町組 京都上京文書（註3） 立売町など各町 各町ごとに花押1穎 なし

49 1624 寛永 1 10 御巫清吉書状（三方裏印） 伊勢山田 輯古帖6 三方 裏黒印（「会合」） 三方御年寄中

50 1631 寛永 8 7 内宮二郷年寄書状 伊勢宇治 宇治会合年寄文書（註1） 不明 黒印 不明

51 1647 正保 4 10 山田三方書状 伊勢山田 輯古帖12 山田三方 花押印 野崎九郎兵衛

52 1654 承応 3 1 山田三方書状 伊勢山田 来田文書6 なし 黒印（「会合」） 来田監物

53 山田三方書状 伊勢山田 輯古帖13 なし 花押印 福井若狭守

54 2 山田三方書状案 伊勢山田 外宮引付（註4） 三方 在判（花押印か） 内宮政所大夫

55 3 山田三方老分中書状 伊勢山田 輯古帖2 三方老分中 花押印 高田雅楽助

56 6 山田三方書状 伊勢山田 徴古文府2 三方 花押印 そね

57 11 山田三方書状 伊勢山田 輯古帖2 三方 花押印 なし

58 後12 山田三方書状 伊勢山田 輯古帖8 なし 黒印（「三方会合」） 村田又五郎

（註）出典欄に下記の註記のあるもの以外はすべて、史料の直接の典拠は東京大学史料編纂所影写本である。なお、「徴古文府」・『輯古帖』所収文書は、もともと影写本であるが、文書名にその旨の表記はし

　ていない。
　　（註1）西山克「道者と地下人」吉川弘文館、1987年。なお「御巫家退蔵文庫」は、「御巫家退蔵文庫旧蔵古文書沽券影写」の略である。

　　（註2）網野善彦『増補　無縁・公界・楽」平凡社、1987年。

　　（註3）『日本思想大系　中世政治社会思想　下』岩波書店、1981年、64号。

　　（註4）「大日本史料』第8編之14（文明14年年末雑載）。
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一
五
世
紀
末
期
か
ら
み
ら
れ
る
都
市
の
惣
印
が
、
村
の
惣
印
の
形
成
に
全
般
的
な

影
響
を
与
え
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
一
六
世
紀
中
期
か
ら
み
え
る
伊
勢
山
田
の
八
日

市
郷
内
三
村
が
ほ
ぼ
同
様
の
黒
印
を
用
い
て
お
り
、
印
文
が
不
明
瞭
な
の
で
確
言
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

き
な
い
が
、
特
定
の
印
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
例
外

的
で
あ
り
、
と
く
に
早
い
時
期
の
中
世
都
市
の
惣
印
は
す
べ
て
花
押
印
で
あ
る
。

　
村
の
惣
印
で
あ
る
堅
田
の
舟
頭
惣
代
の
印
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真

帳
を
み
る
と
縦
長
で
二
文
字
の
黒
印
で
あ
る
。
印
文
は
解
読
で
き
な
か
っ
た
が
、
「
舟

頭
惣
代
」
と
い
う
文
言
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
個
人
の
印
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
寛
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

五
年
（
一
六
二
八
）
］
色
村
惣
中
定
書
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
同
文
書
を
収

録
し
た
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
五
に
特
別
の
記
載
が
な
い
の
で
、
こ
の
文
書
の
惣
印

も
個
人
の
印
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
一
六
世
紀
末
期
頃
か
ら
百
姓
が
印
を
使
い
始
め
、
全
国
一
様
に
定
着
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

の
が
寛
永
期
（
一
七
世
紀
前
期
）
で
あ
る
と
い
う
笹
本
氏
の
指
摘
も
重
要
で
あ
る
。

山
国
荘
の
（
実
質
的
）
惣
印
の
形
成
が
一
六
世
紀
中
期
、
堅
田
の
惣
印
が
一
七
世
紀

初
頭
で
あ
る
。
都
市
の
（
実
質
的
）
惣
印
が
成
立
し
た
一
五
世
紀
末
期
か
ら
こ
の
一

七

世
紀
初
頭
ま
で
の
間
で
、
特
定
の
印
文
を
も
つ
も
の
が
顕
著
に
み
ら
れ
な
い
こ
と

な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
村
落
に
お
け
る
捺
印
慣
行
の
形
成
が
惣
印
の
成
立
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の

点
か
ら
、
都
市
惣
印
の
形
成
及
び
都
市
か
ら
の
捺
印
慣
行
の
流
入
を
背
景

と
し
て
、
惣
判
を
据
え
て
い
た
村
の
年
寄
身
分
の
者
が
個
人
的
に
印
を
用
い
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
惣
印
は
生
ま
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
惣
判
と
惣
印
と
の
間
に
は
、
本

質
的
な
相
違
は
な
い
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
惣
判
・
惣
印
い
ず
れ
も
、
惣
中
文
言
の
正

当
性
を
担
保
す
る
こ
と
を
第
一
義
的
に
（
年
寄
衆
か
ら
）
期
待
さ
れ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
惣
判
と
同
様
に
、
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
年
寄
衆
・

座
衆
に
よ
る
村
落
運
営
の
動
揺
が
村
落
内
部
文
書
に
お
け
る
惣
印
成
立
の
根
本
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

要
因
で
あ
る
と
睨
ん
で
お
き
た
い
。

④
村
落
名
署
判
と
村
の
公
印

　

最
後
に
、
惣
判
・
惣
印
か
ら
「
村
の
公
印
」
（
村
の
名
や
村
の
役
職
名
を
印
文
と

す
る
公
印
）
へ
の
道
筋
に
つ
い
て
見
通
し
て
み
よ
う
。

　
個
人
の
判
や
印
（
す
な
わ
ち
私
印
）
か
ら
公
印
へ
の
変
化
に
さ
き
だ
っ
て
、
ま
ず

み

ら
れ
る
現
象
は
、
惣
中
文
言
の
消
滅
で
あ
る
。
こ
の
点
は
す
で
に
川
嶋
氏
も
同
様

の
見
通
し
を
示
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
跡
づ
け
て
み
よ
う
。

　
今
堀
郷
を
例
に
と
る
と
、
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
今
堀
惣
分
定
書
（
表
1
の

撚
番
）
は
惣
判
・
惣
印
を
伴
わ
な
い
が
、
「
今
堀
惣
分
」
と
い
う
惣
中
文
言
を
用
い

て

い

る
。
惣
印
を
伴
う
も
の
と
し
て
は
、
同
じ
蒲
生
郡
内
の
寛
永
五
年
一
色
村
惣
中

定
書
（
表
2
の
1
3
番
）
に
＝
色
村
惣
中
」
の
惣
中
文
言
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
一
七
世
紀
中
期
ま
で
は
、
惣
中
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
一
方
、
さ
き
に
み
た
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
保
内
郷
柿
法
度
に
は
、
署
判
の
位

置
に
「
今
堀
村
」
の
村
名
に
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
村

落
名
に
個
人
の
判
や
印
を
付
し
た
も
の
を
「
村
落
名
署
判
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　
一
七
世
紀
中
期
に
惣
中
文
言
が
消
滅
し
、
村
落
名
署
判
が
登
場
す
る
。
そ
の
後
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

ひ
き
つ
づ
き
、
今
堀
村
に
お
い
て
村
落
名
署
判
は
用
い
ら
れ
て
い
く
。

　
「
惣
中
」
か
ら
「
村
」
へ
。
公
印
が
出
現
す
る
前
提
と
し
て
、
惣
中
文
言
及
び
惣

判
・
惣
印
か
ら
村
落
名
署
判
へ
の
変
化
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
村
の
公
印
に
関
す
る
笹
本
氏
の
主
要
な
論
点
を
本
稿
の
関
心
に
寄
せ
て
ま

と
め
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
村
の
公
印
は
、
近
世
後
期
に
成
立
し
た
。
近
世
後
期
と
は
、
笹
本
氏
の
あ
げ
て
い

　
る
事
例
か
ら
み
て
、
一
八
世
紀
中
期
頃
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

②
多
く
の
村
で
は
私
印
（
庄
屋
の
印
な
ど
）
を
捺
し
て
お
り
、
村
の
公
印
の
事
例
は

　
全
体
か

ら
み
て
き
わ
め
て
少
数
で
あ
る
。

③
文
書
の
村
継
請
印
や
年
貢
割
付
状
割
印
な
ど
、
個
人
で
は
な
く
村
が
責
任
を
も
っ
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て
お

こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
村
の
公
印
が
用
い
ら
れ
た
。

④
私
印
で
は
な
く
公
印
を
用
い
る
の
は
、
特
定
の
個
人
に
よ
る
恣
意
的
な
村
の
行
政

　
運
用
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

⑤
村
の
公
印
成
立
の
背
景
に
は
、
庄
屋
役
が
特
定
の
家
か
ら
分
離
す
る
と
い
う
事
態

　

が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
と
こ
れ
ま
で
の
本
稿
で
の
論
点
を
つ
き
あ
わ
せ
る
と
、
い
ろ
い
ろ

と
興
味
深
い
問
題
が
う
か
ん
で
く
る
。
た
と
え
ば
、
村
の
公
印
の
使
用
理
由
（
④
）

と
成
立
の
背
景
（
⑤
）
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
④
・
⑤
は
互
い
に
密
接
に
関
わ
る
が
、

こ
こ
か
ら
惣
判
・
惣
印
の
性
格
も
一
段
と
鮮
明
に
み
え
て
く
る
。

　
村
落
内
部
文
書
に
お
け
る
惣
判
・
惣
印
の
成
立
に
は
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
に
よ
る

村
落
運
営
の
動
揺
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
年
寄

衆
の
恣
意
的
な
村
落
運
営
を
維
持
し
、
村
落
内
の
異
論
を
圧
殺
す
る
た
め
に
惣
判
・

惣
印
が
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
点
で
、
近
世
後
期
に
お
い
て
恣

意
的
な
村
落
運
営
を
回
避
す
る
た
め
に
、
私
印
で
は
な
く
村
の
公
印
を
用
い
た
と
い

う
笹
本
氏
の
指
摘
は
示
唆
的
で
あ
る
。
村
の
公
印
の
そ
の
よ
う
な
性
格
と
対
照
す
る

こ
と
に
よ
り
、
惣
判
・
惣
印
の
背
景
に
あ
る
恣
意
性
が
は
っ
き
り
と
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
一
七
世
紀
中
期
に
お
け
る
惣
中
文
言
（
惣
判
・
惣
印
）
か
ら

村
落
名
署
判
へ
の
変
化
を
指
摘
し
た
。
こ
の
村
落
名
署
判
を
第
二
段
階
と
す
る
と
、

一
八
世
紀
中
期
に
お
け
る
村
落
名
署
判
（
書
き
判
・
私
印
）
か
ら
村
の
公
印
へ
の
変

化
が
第
三
段
階
と
い
え
よ
う
。

　
山
国
荘
域
の
村
落
で
は
、
（
実
質
的
）
惣
印
が
用
い
ら
れ
、
近
世
に
な
る
と
惣
中

文
言
に

か

わ
っ
て
村
名
記
載
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
村
の
公
印
が
作
成
さ
れ

た
と
い
う
事
実
は
管
見
の
限
り
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
第
二
段
階
で
と
ど

ま
っ
て
い
る
状
況
と
い
え
よ
う
。

　
惣
判
・
惣
印
が
顕
著
に
み
ら
れ
た
今
堀
郷
や
現
八
日
市
市
域
の
近
世
村
落
で
も
、

村
落
名
署
判
は
頻
繁
に
み
ら
れ
た
が
、
村
の
公
印
は
見
当
た
ら
な
い
。
同
地
域
で
は

年
寄
衆
か
ら
村
役
人
を
だ
す
と
い
う
慣
行
が
濃
厚
で
あ
る
と
い
う
水
本
氏
の
指
摘
と

笹
本
氏
の
村
の
公
印
未
成
立
に
関
す
る
指
摘
と
が
か
み
合
っ
て
い
る
典
型
的
事
例
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　
い

ず
れ
に
せ
よ
、
惣
判
・
惣
印
か
ら
村
落
名
署
判
へ
変
化
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が

そ
の
ま
ま
村
の
公
印
成
立
に
つ
な
が
っ
て
い
く
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
笹

本
説
を
ふ
ま
え
る
と
、
む
し
ろ
第
二
段
階
の
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
近
代
を
迎

え
る
村
落
の
方
が
一
般
的
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　
以
上
で
本
論
を
終
え
る
が
、
ほ
と
ん
ど
旧
稿
の
域
を
で
て
お
ら
ず
、
ま
た
村
の
公

印
論
は
笹
本
説
を
要
約
・
再
論
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
唯
一
の
成
果
と
い
え
る
の
は
、

惣
判
・
惣
印
や
村
落
名
署
判
及
び
村
の
公
印
に
関
す
る
自
分
な
り
の
論
点
整
理
が
で

き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
今
回
の
作
業
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
本
稿
で

は
、
惣
判
・
惣
印
の
意
味
を
鮮
明
に
す
る
た
め
に
村
落
内
部
文
書
に
限
定

し
て
検
討
を
し
た
。
こ
の
点
が
本
稿
に
お
け
る
考
察
の
利
点
で
あ
り
、
ま
た
大
き
な

欠
陥
で
も
あ
る
。
本
稿
で
も
後
半
の
③
・
0
で
は
対
外
的
な
村
落
文
書
を
主
に
議
論

す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
、
惣
判
・
惣
印
を
据
え
る
文
書
の
種
類
や
惣
判
・
惣
印

を
据
え
た
事
情
な
ど
を
、
今
後
、
村
落
文
書
全
体
の
な
か
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ

・
つ
。

　
対
外
的
な
村
落
文
書
を
今
後
検
討
す
る
際
に
注
意
し
た
い
の
は
、
百
姓
等
申
状
の

署
判
と
惣
中
文
言
や
惣
判
と
の
関
連
で
あ
る
。
入
間
田
宣
夫
氏
は
、
連
署
判
の
な
い

百
姓
等
申
状
は
荘
園
領
主
か
ら
は
信
用
さ
れ
ず
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い

（4
3
）
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
判
を
伴
わ
な
い
「
百
姓
等
」
署
の
み
の
百
姓
等
申
状
も
、

少

な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
申
状
を
案
文
や
写
と
し
て
一
概
に

処
理
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
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注
目
す
べ
き
は
、
百
姓
等
申
状
に
お
け
る
「
百
姓
等
」
と
い
う
署
（
判
）
で
あ
る
。

最
近
の
百
姓
等
申
状
研
究
で
も
署
判
の
問
題
は
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
「
百
姓
等
」
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

言

と
そ
の
署
判
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
百
姓
等
文
言
は
、
惣
中
文
言
の
村
落
集
団
呼
称
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
今

回
調
べ
た
村
落
内
部
文
書
の
う
ち
で
も
っ
と
も
古
い
惣
中
文
言
が
「
百
姓
等
」
（
表
1

の

1
番
）
で
あ
っ
た
。
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
「
村
人
等
」
と
い
う
惣
中
文
言
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

百
姓
等
文
言
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
百
姓
等
の
署
判
と
惣
中
文
言
や

惣
判
と
の
関
係
は
、
村
落
集
団
を
媒
介
項
と
し
て
荘
園
文
書
と
村
落
文
書
の
関
連
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
論
点
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
川
嶋
氏
の
紹
介
し
た
永
正
九
年
山
科
七
郷
書
状
の
「
山
科
」
印
に
つ

い
て

全
く
考
察
で
き
な
か
っ
た
。
い
ま
の
と
こ
ろ
い
え
る
の
は
、
こ
の
「
山
科
」
印

や

「紀
州
雑
嘉
」
印
が
数
少
な
い
貴
重
な
事
例
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
官
省

符
荘
赤
塚
村
堂
座
の
朱
印
も
、
特
異
な
印
と
い
う
印
象
が
強
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ

れ

ら
の
印
を
近
世
後
期
の
村
の
公
印
と
直
接
結
び
つ
け
て
理
解
す
る
こ
と
に
違
和
感

を
も
っ
て
い
る
。

　
都
市
の
惣
判
・
惣
印
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
伊
勢
山
田
の
事
例
で
あ
る
。
伊
勢

山
田
で
は
、
一
五
世
紀
末
期
以
降
、
花
押
印
を
用
い
て
い
た
が
、
一
七
世
紀
前
期
か

ら
「
会
合
」
や
「
三
方
会
合
」
の
印
文
を
も
つ
黒
印
を
捺
す
よ
う
に
な
る
（
表
7
の

4
9
、
5
2
、
5
8
）
。
こ
の
動
き
と
笹
本
説
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、

　
①
一
五
世
紀
末
期
都
市
共
同
体
の
花
押
印
↓

　
②
一
七
世
紀
前
期
都
市
共
同
体
の
特
定
の
印
文
が
あ
る
印
（
公
印
）
↓
…
・
．
・

　
③
近
世
後
期
の
宿
場
問
屋
印
（
↓
④
村
の
公
印
）

と
い
う
流
れ
が
み
え
て
く
る
。

　
伊
勢
山
田
の
八
日
市
郷
内
三
村
の
黒
印
は
、
一
六
世
紀
後
期
で
時
期
は
早
い
が
、

こ
の
②
の
段
階
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま

た
一
七
世
紀
初
頭
の
堅
田
の
黒
印
（
表
2
の
H
番
）
を
、
堅
田
の
都
市
的
な
性
格
を

重
視

し
て
こ
の
流
れ
に
位
置
づ
け
る
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
特
定
の
印
文
を
も

た
な
い
舟
頭
惣
代
の
個
人
の
印
で
あ
る
点
か
ら
、
堅
田
の
黒
印
は
①
に
相
当
す
る
の

で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

　
①
一
五
世
紀
末
期
以
降
の
都
市
共
同
体
の
花
押
印
・
個
人
印
↓

　
②
一
六
世
紀
後
期
以
降
の
都
市
共
同
体
の
公
印
↓
…
…

　
③
近
世
後
期
の
宿
場
問
屋
印
（
↓
④
村
の
公
印
）

と
い
う
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
流
れ
は
、
粗
い
ス
ケ
ッ
チ
に
す
ぎ
な
い
。
都
市
の
規
模
に
よ
る
相

違
や
段
階
的
な
把
握
の
可
否
、
と
く
に
②
と
③
の
間
の
問
題
な
ど
、
課
題
は
多
い
。

今
後
、
他
の
中
近
世
都
市
の
事
例
を
詳
細
に
検
討
し
、
正
確
な
構
図
に
修
正
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
村
の
公
印
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
、
考
え
る
べ
き
問
題
は
少
な
く
な
い
。
た
と
え

ば
、
惣
中
文
言
の
消
滅
す
る
一
七
世
紀
中
期
か
ら
村
の
公
印
が
成
立
す
る
一
八
世
紀

中
期
ま
で
の
時
期
は
い
ち
お
う
村
落
名
署
判
の
時
代
と
い
え
る
が
、
具
体
的
な
検
討

は
不
十
分
で
あ
る
。
と
く
に
一
七
世
紀
中
期
に
お
け
る
惣
判
・
惣
印
か
ら
村
落
名
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

判
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
や
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

近
世
の
村
落
名
署
判
や
村
の
公
印
に
関
す
る
研
究
の
進
展
は
、
中
世
の
惣
判
・
惣
印

に
対
す
る
理
解
も
深
め
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
六
世
紀
前
期
の
「
山
科
」
印
を
近
世
後
期
の
公
印
に
結
び

つ
け
て
み
る
ま
え
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
印
の
「
背
景
」
と
「
場
」
と
「
成
立
時
期
」
と

の

関
連
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
考
察
の
た
め
の
予
備
的

な
作
業
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
八
年
三
月
一
五
日
成
稿
）

註（
1
）
　
川
嶋
将
生
「
惣
の
印
・
惣
の
花
押
」
（
『
立
命
館
文
学
』
五
四
九
号
、
一
九
九
七
年
）
。
本
稿
に

　
お
け
る
川
嶋
氏
の
説
や
川
鴫
論
文
と
は
、
す
べ
て
こ
の
論
文
の
こ
と
で
あ
る
。
永
正
九
年
二
月

　
山
科
七
郷
書
状
（
清
水
寺
文
書
、
『
清
水
寺
史
』
一
巻
二
八
九
頁
所
収
）
、
天
文
七
年
一
二
月
久

　
多
惣
中
山
売
券
（
岡
田
家
文
書
）
。
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（
2
）
　
峰
岸
純
夫
「
村
落
と
土
豪
」
（
『
講
座
日
本
史
』
三
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
所
収
）

　
　
な
ど
。

（
3
）
　
薗
部
寿
樹
「
中
世
惣
村
定
書
の
署
判
に
関
す
る
覚
書
」
、
『
古
代
中
世
の
政
治
と
地
域
社
会
』
、

　
　
雄
山
閣
出
版
、
一
九
入
六
年
所
収
。

（
4
）
　
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
）
後
七
日
御
修
法
請
僧
交
名
（
東
寺
百
合
文
書
ろ
、
『
鎌
倉
遺
文
』
三

　
　
〇
四
九
一
号
）
の
裏
書
に
「
吉
書
惣
判
等
」
と
あ
る
。
こ
の
「
惣
判
」
は
、
御
修
法
請
僧
全
員

　
　
の
連
署
判
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
延
宝
五
年
三
船
神
社
遷
宮
絵
図
写
に
、
「
庄
中
惣
判
」
と
あ
る
（
三
船
神
社
所
蔵
。
則
竹
雄

　
　
一
「
紀
伊
国
荒
川
荘
」
、
石
井
進
編
『
中
世
の
ム
ラ
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
所
収
、

　
　

＝
二
五
頁
）
。
こ
れ
は
、
こ
の
絵
図
正
本
に
据
え
ら
れ
て
い
た
「
庄
中
」
の
連
署
判
を
、
絵
図

　
　
の
写
本
作
成
の
際
に
「
庄
中
惣
判
」
と
略
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
本
絵
図
は
、
荒
川

　
　
荘
の
調
査
報
告
書
に
も
、
「
三
舩
宮
神
能
諸
建
物
絵
図
」
の
表
題
で
翻
刻
さ
れ
、
簡
単
な
解
説

　
　
が
付
さ
れ
て
い
る
（
東
京
学
芸
大
学
日
本
中
世
史
研
究
会
編
・
発
行
『
紀
伊
国
荒
川
荘
現
地
調

　
　
査
報
告
書
』
n
、
一
九
九
三
年
、
四
六
～
七
、
六
一
頁
）
。

　
　
　
ま
た
、
後
述
す
る
山
国
荘
の
近
世
の
記
録
に
は
、
「
惣
し
る
し
」
（
惣
印
）
と
い
う
記
載
が
あ

　
　
る
（
表
5
の
3
5
番
）
。
こ
れ
は
、
同
荘
の
村
落
集
団
名
に
付
さ
れ
た
特
殊
な
略
押
（
木
印
形
略

　
　
押
）
を
指
示
し
て
お
り
、
村
落
集
団
の
マ
ー
ク
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
史
料
上
の
用
例
と
は
ひ
と
ま
ず
切
り
離
し
て
、
惣
判
・
惣
印
を
本

　
　
文

に
記
し
た
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
5
）
　
村
落
定
書
に
代
表
さ
れ
る
村
落
内
部
文
書
の
基
本
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
3
）

　
　
薗
部
論
文
及
び
同
「
中
世
惣
村
文
書
の
形
成
」
（
『
史
潮
』
新
二
三
号
、
一
九
八
八
年
）
を
参
照

　
　
の
こ
と
。
村
落
の
日
記
に
つ
い
て
は
、
榎
原
雅
治
「
日
記
と
よ
ば
れ
た
文
書
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一

　
　
〇
五
編
八
号
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
　
前
掲
註
（
3
）
に
同
じ
。

（
7
）
　
古
老
・
住
人
身
分
や
乙
名
・
村
人
身
分
な
ど
の
村
落
内
身
分
に
つ
い
て
は
、
薗
部
寿
樹
「
中

　
　
世
村
落
の
諸
段
階
と
身
分
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
六
五
一
号
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
8
）
　
今
回
強
く
反
省
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
村
落
史
研
究
に
お
い
て
村
落
名
表
示
と
惣
中
文
言

　
　
と
を
十
分
に
注
意
し
て
読
み
分
け
る
こ
と
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で

　
　
あ
る
。
ま
た
村
落
名
の
記
載
で
も
、
そ
れ
が
単
な
る
地
名
表
示
で
は
な
く
、
惣
中
文
言
と
し
て

　
　
村
落
集
団
の
意
思
を
示
し
た
例
も
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
と
は
や
っ
か
い
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

　
　
単
な
る
地
名
表
示
以
上
に
積
極
的
な
意
味
が
こ
め
ら
れ
た
も
の
が
み
ら
れ
る
以
上
、
一
々
の
史

　
　
料

に
お
い
て
そ
の
違
い
を
読
み
分
け
る
こ
と
は
、
そ
の
史
料
を
読
解
し
位
置
づ
け
る
う
え
で
重

　
　
要
な
意
味
を
も
つ
。
こ
の
点
は
、
今
後
、
対
外
的
な
村
落
文
書
を
分
析
す
る
際
に
も
注
意
し
て

　
　
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
9
）
　
水
本
邦
彦
「
村
と
村
人
」
、
同
『
近
世
の
郷
村
自
治
と
行
政
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

　
　
三
年
所
収
。

（
1
0
）
　
前
掲
註
（
3
）
薗
部
論
文
。
な
お
、
水
本
・
川
嶋
両
氏
と
も
に
個
人
が
据
え
た
惣
判
を
村
落

　
　
固
有
の
花
押
の
「
代
用
」
と
し
て
い
る
点
に
は
、
言
葉
尻
を
と
ら
え
る
よ
う
で
あ
る
が
、
違
和

　
　
感
を
覚
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
こ
で
「
代
用
」
と
い
う
の
は
、
惣
判
が
も
と
も
と
集
団
の
固

　
　
有
符
号
（
マ
ー
ク
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
（
自
明
の
）
前
提
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か

　
　
し
、
惣
判
が
村
落
集
団
の
マ
ー
ク
（
の
代
用
）
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
自
明
な
事
柄
で
は

　
　
な
い
。

（
1
1
）
　
川
嶋
論
文
に
よ
る
と
、
年
未
詳
＝
月
山
城
国
上
久
世
惣
庄
書
状
（
東
寺
百
合
文
書
そ
）
の

　
　
「
惣
庄
」
の
署
に
同
荘
侍
衆
の
利
倉
安
俊
の
判
が
据
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
惣
判

　
　
が
村
落
上
層
者
個
人
の
判
で
あ
る
こ
と
を
示
す
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
対
外
的
要

　
　
素
を
も
つ
書
状
で
あ
り
本
稿
の
検
討
範
囲
外
で
あ
る
が
、
貴
重
な
参
考
事
例
と
し
て
挙
げ
て
お

　
　
き
た
い
。

（
1
2
）
　
表
2
の
9
番
の
惣
判
が
田
中
久
蔵
の
花
押
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
『
日
本
思
想
大
系
　
中

　
　
世
政
治
社
会
思
想
　
下
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
）
二
一
五
頁
の
頭
註
に
よ
る
。
田
中
久
蔵

　
　
の
花
押
は
、
天
正
一
七
年
三
月
田
中
久
蔵
等
下
地
寄
進
状
（
『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
三
五

　
　
四
号
）
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
別
の
史
料
（
表
1
の
9
9
番
）
に
、
「
田
中
久
蔵
殿
御
き
し
ん
下
地
」

　
　
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
氏
人
に
つ
い
て
は
、
薗
部
寿
樹
「
中
世
惣
村
の
変
貌
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
＝
号
、
一
九
八

　
　
三
年
）
を
と
り
あ
え
ず
参
照
の
こ
と
。

（
1
4
）
　
後
述
す
る
よ
う
な
年
寄
衆
に
よ
る
村
落
運
営
の
動
揺
と
惣
判
の
形
成
と
の
関
連
か
ら
み
て
、

　
　
一
五
世
紀
前
期
の
賀
太
惣
荘
宮
座
に
何
ら
か
の
動
揺
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
5
）
　
前
掲
註
（
7
）
薗
部
論
文
。

（
1
6
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
3
）
及
び
註
（
5
）
薗
部
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
7
）
　
前
掲
註
（
3
）
に
同
じ
。

（
1
8
）
　
多
数
連
署
判
が
強
制
的
な
規
制
遵
守
の
誓
約
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、

　
　
前
掲
註
（
3
）
薗
部
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
9
）
　
以
下
の
詳
細
は
、
前
掲
註
（
3
）
薗
部
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
0
）
　
前
掲
註
（
7
）
薗
部
論
文
。

（
2
1
）
薗
部
寿
樹
「
中
近
世
移
行
期
村
落
に
お
け
る
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
の
意
義
」
、
『
米
沢
史
学
』

　
　
一
一
号
、
一
九
九
五
年
。

（
2
2
）
　
前
掲
註
（
3
）
薗
部
論
文
は
、
今
堀
郷
に
お
い
て
衆
議
文
言
か
ら
「
今
堀
惣
中
」
署
判
へ
の

　
　
転
換

を
ひ
と
つ
の
画
期
と
み
て
い
た
。
こ
の
点
を
本
稿
の
趣
旨
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
の

　
　
画
期
と
は
全
体
の
趨
勢
と
し
て
惣
判
の
形
成
を
意
味
し
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
2
3
）
　
勝
田
至
「
中
世
史
研
究
と
民
俗
学
」
、
『
日
本
歴
史
民
俗
論
集
』
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　
　
九

二
年
所
収
。

（
2
4
）
　
須
河
家
は
、
山
国
荘
黒
田
宮
村
に
居
住
す
る
名
主
家
で
、
宮
野
明
神
の
社
家
で
も
あ
っ
た
。

　
　
同
家
に
つ
い
て
は
、
竹
田
聴
洲
『
近
世
村
落
の
社
寺
と
神
仏
習
合
』
（
同
著
作
集
四
巻
、
一
九
九
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七
年
、
国
書
刊
行
会
）
一
〇
四
～
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
5
）
　
元
禄
期
の
記
録
で
は
、
黒
田
下
村
の
「
惣
し
る
し
」
は
「
芥
」
と
な
っ
て
い
る
（
表
6
の
2
1

　
　
番
）
。
↓
六
世
紀
後
期
か
ら
一
七
世
紀
後
期
の
間
に
、
黒
田
下
村
の
惣
判
（
木
印
形
略
押
）
は

　
　
「
小
」
か
ら
「
芥
」
に
か
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
元
禄
一
六
年
＝
一
月
赤
塚
村
堂
座
衆
連
署
讃
文
、
上
田
頼
尚
氏
所
蔵
文
書
三
八
七
号
、
金
剛

　
　
峯
寺
編
『
高
野
山
文
書
』
六
巻
。
こ
の
文
書
は
、
本
文
中
で
ふ
れ
た
応
永
二
年
赤
塚
村
堂
座
讃

　
　
文
（
表
1
の
2
3
番
）
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
。
じ
つ
は
応
永
二
年
の
堂
座
讃
文
の
奥
に
も
「
赤

　
　
塚
村
堂
座
講
中
」
の
文
言
と
朱
印
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
一
連
の
も
の
と
思
わ
れ
る
年

　
　
月
日
未
詳
（
近
世
）
赤
塚
村
座
中
評
定
書
（
同
三
八
八
号
）
に
も
、
「
隅
田
庄
赤
塚
村
堂
座
中
」

　
　
の
文
言
に
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
な
お
現
在
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て

　
　
い
る
（
上
田
登
四
郎
家
文
書
）
。
ま
た
筆
致
か
ら
み
て
、
い
ず
れ
も
同
時
期
（
元
禄
一
六
年
ご

　
　
ろ
か
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
応
永
二
年
の
堂
座
讃
文
の
真
偽
が
問
題
に
な
る

　
　
が
、
本
稿
で
は
写
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
に
と
ど
め
た
い
。
本
文
書
の
閲
覧
に
つ
い
て

　
　
は
、
大
岡
康
之
氏
、
岩
倉
哲
夫
氏
、
山
陰
加
春
夫
氏
の
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た

　
　
い
。
な
お
、
隅
田
荘
域
の
堂
座
と
上
田
家
文
書
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
埴
岡
真
弓
「
紀
伊
国
隅

　
　
田
庄
に
お
け
る
祭
祀
の
史
的
展
開
」
（
『
寧
楽
史
苑
』
二
六
号
、
↓
九
八
一
年
）
及
び
石
井
進
「
紀

　
　
伊
国
隅
田
荘
研
究
の
課
題
」
、
渡
辺
尚
志
「
近
世
の
村
と
寺
」
、
福
田
ア
ジ
オ
「
紀
ノ
川
左
岸
に

　
　
お
け
る
水
利
と
村
落
」
、
深
谷
克
己
「
由
緒
地
域
の
村
役
人
家
」
、
新
谷
尚
紀
「
家
の
歴
史
と
民

　
　
俗
」
（
い
ず
れ
も
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
六
九
集
〈
一
九
九
六
年
〉
所
収
）
を
参

　
　
照
の
こ
と
。

（
2
7
）
　
年
月
日
未
詳
（
近
世
）
赤
塚
村
根
元
由
緒
書
（
上
田
頼
尚
氏
所
蔵
文
書
三
八
三
号
）
に
は
、

　
　
上
田
家
の
由
緒
と
そ
の
家
臣
一
六
家
の
苗
字
が
「
当
村
根
元
」
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て
い
る
。
こ

　
　
れ
ら
の
家
は
、
辻
家
以
外
は
す
べ
て
堂
座
講
中
で
あ
る
（
こ
の
辻
家
も
堂
座
の
鞍
根
家
と
何
ら

　
　
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
）
。
こ
の
由
緒
が
歴
史
的
事
実
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、

　
　
堂
座
講
中
の
朱
印
の
使
用
と
「
当
村
根
元
」
た
る
同
講
中
の
権
威
化
と
の
間
に
は
、
密
接
な
連

　
　
関
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
8
）
　
中
近
世
の
山
国
荘
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
2
4
）
竹
田
著
書
を
参
照
の
こ
と
。
同
書
に
よ
る

　
　
と
、
中
近
世
を
通
し
て
「
名
主
」
に
よ
り
排
他
的
に
惣
庄
宮
座
が
運
営
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
う

　
　
か
が
え
る
。
た
だ
非
座
筋
の
人
々
に
つ
い
て
同
書
で
は
不
明
で
あ
る
と
赤
田
光
男
氏
が
指
摘
し

　
　
て
い
る
よ
う
に
（
同
書
所
収
「
解
説
」
）
、
宮
座
の
内
部
構
造
に
関
す
る
研
究
の
緻
密
さ
に
く
ら

　
　
べ
、
宮
座
内
外
を
め
ぐ
る
村
落
動
態
に
つ
い
て
の
竹
田
氏
の
把
握
は
や
や
手
薄
な
よ
う
に
思
わ

　
　
れ
る
。

　
　

た
と
え
ば
、
天
正
四
年
（
一
五
八
六
）
に
書
か
れ
た
「
天
正
由
緒
書
」
は
、
名
主
の
権
威
化

　

を
は
か
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
近
世
移
行
期
に
こ
の
よ
う
な
由
緒
書
が
書
か
れ

　

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
の
明
智
光
秀
の
侵
攻
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
由

　

緒

を
回
復
す
る
た
め
と
い
う
同
書
に
記
さ
れ
た
編
纂
意
図
を
追
認
す
る
の
み
で
、
そ
の
背
景
に

　
　
あ
る
村
落
内
身
分
を
め
ぐ
る
状
況
に
対
し
て
は
十
分
に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
こ
の
点
は
逆
に
、
竹
田
氏
が
精
力
的
に
解
明
し
た
近
世
の
山
国
惣
荘
宮
座
の
あ
り
か
た
か
ら

　
　
も
浮
き
彫
り
に
な
る
。
山
国
荘
三
六
名
八
八
家
の
名
主
家
に
よ
る
排
他
的
な
宮
座
支
配
が
近
世

　
　
を
通
し
て
続
い
た
背
景
と
し
て
、
台
頭
す
る
勢
力
を
非
血
縁
同
族
と
し
て
宮
座
内
部
に
取
り
込

　
　
ん
で
い
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
名
主
本
家
の
他
に
曹
子
家
（
の
ち
曹
流
）
、
庶
流
（
の
ち

　
　
庶
子
、
准
庶
子
）
、
新
撰
（
の
ち
新
席
）
と
い
う
よ
う
な
、
宮
座
内
部
の
複
雑
な
家
格
階
層
の

　
　
存
在
（
同
書
一
入
五
～
一
九
五
頁
）
は
、
座
外
の
台
頭
す
る
勢
力
を
懐
柔
し
村
落
内
対
立
を
緩

　
　
和
す
る
、
ま
た
は
抗
争
を
容
易
に
表
面
化
さ
せ
な
い
巧
妙
な
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
仕

　
　
組
み

の
出
発
点
に
、
中
近
世
移
行
期
の
宮
座
の
問
題
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
表
面
的
に
は
安
定

　
　
的
に
み
え
る
宮
座
運
営
の
内
実
を
、
座
外
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
て
、
よ
り
深
く
立
体
的
に
把

　
　
握
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
い
ま
ひ
と
つ
注
意
す
べ
き
は
、
宮
座
を
構
成
す
る
名
主
と
古
老
、
長
男
や
年
寄
と
の
関
連
で

　
　
あ
る
。
竹
田
氏
は
、
宮
座
を
構
成
す
る
座
衆
の
う
ち
、
名
主
本
家
が
「
長
男
」
（
お
と
な
）
で

　
　
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
同
書
↓
八
五
・
一
九
〇
頁
）
。
ま
た
、
宮
座
内
各
階
層
の
入
座
や
膓

　
　
次
昇
進
に
関
す
る
差
別
的
な
諸
規
制
の
う
ち
で
、
特
に
一
老
・
二
老
に
は
名
主
本
家
の
者
以
外

　
　
は
昇
進
で
き
な
い
と
い
う
規
定
（
同
書
一
九
五
～
二
〇
〇
頁
）
は
、
見
逃
せ
な
い
。
山
国
惣
荘

　
　
宮
座
も
、
他
の
地
域
の
宮
座
と
同
じ
く
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
集
団
と
し
て
の
矛
盾
を
は
ら
ん
で

　
　
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
膓
次
成
功
身
分
（
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
）
の
変
質
と
家
格
制

　
　
と
の
関
連
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
2
9
）
　
表
7
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
西
山
克
『
道
者
と
地
下
人
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）

　
　
や
網
野
善
彦
『
増
補
　
無
縁
・
公
界
・
楽
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、

　
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
影
写
本
及
び
写
真
帳
で
史
料
を
検
索
・
確
認
し
た
。
し
か
し
、

　
　
西
山
・
網
野
両
著
書
に
指
摘
の
あ
る
史
料
で
同
所
の
影
写
本
・
写
真
帳
に
み
あ
た
ら
な
か
っ
た

　
　
も
の
に
つ
い
て
は
、
表
7
の
末
尾
に
記
し
た
よ
う
に
両
著
書
に
依
拠
し
た
。

（
3
0
）
　
天
正
五
年
七
月
雑
賀
足
軽
衆
制
札
、
河
内
真
観
寺
文
書
、
『
和
歌
山
市
史
』
四
巻
三
六
五
号

　
　
（
一
〇
八
↓
頁
）
。

（
3
1
）
年
未
詳
正
月
雑
賀
惣
中
書
状
、
蓮
乗
寺
文
書
、
井
上
鋭
夫
⊃
向
一
揆
の
研
究
』
（
吉
川
弘

　
　
文
館
、
一
九
六
八
年
、
六
一
二
～
四
頁
）
所
収
。

（
3
2
）
　
正
徳
二
年
七
月
保
内
郷
柿
法
度
（
柴
原
南
町
共
有
文
書
二
号
、
『
八
日
市
市
史
』
六
巻
　
史

　
　
料
n
所
収
。
以
下
、
同
町
共
有
文
書
の
出
典
は
、
同
書
に
よ
る
。

（
3
3
）
　
前
掲
註
（
9
）
に
同
じ
。

（
3
4
）
　
正
徳
元
年
七
月
渋
柿
直
段
定
証
文
（
柴
原
南
町
共
有
文
書
一
号
、
日
野
杉
野
神
町
作
右
衛
門

　
　
ら
七
人
の
連
印
）
、
正
徳
三
年
七
月
渋
柿
直
段
定
証
文
（
同
三
号
、
日
野
堅
地
町
三
郎
左
衛
門

　
　
ら
六
人
の
連
印
）
、
享
保
四
年
七
月
塗
師
覚
書
（
同
四
号
、
「
塗
師
当
番
」
の
文
言
と
印
）
、
享

　
　
保
一
八
年
七
月
渋
柿
直
段
定
証
文
（
六
号
、
「
日
野
塗
師
当
番
中
」
の
文
言
と
印
）
、
寛
保
元
年

　
　
七
月
渋
柿
直
段
定
証
文
（
同
八
号
、
「
日
野
塗
師
当
番
」
の
文
言
と
印
）
、
宝
暦
二
年
渋
柿
直
段
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定
書
（
同
一
〇
号
、
日
野
塗
師
当
番
惣
代
宗
兵
衛
の
署
と
印
）
。

（
3
5
）
　
享
保
一
七
年
七
月
保
内
郷
柿
相
談
定
書
（
柴
原
南
町
共
有
文
書
五
号
）
、
享
保
二
〇
年
六
月

　
　
保
内
郷
柿
相
談
定
書
（
同
七
号
）
、
寛
保
三
年
七
月
柿
売
買
に
つ
き
保
内
郷
寄
合
定
書
（
同
九

　
　
号
）
。

（
3
6
）
　
笹
本
正
治
「
近
世
百
姓
印
章
の
一
考
察
」
、
『
史
学
雑
誌
』
八
九
編
七
号
、
一
九
八
〇
年
。

（
3
7
）
　
笹
本
正
治
「
近
世
の
村
の
公
印
」
、
『
列
島
の
文
化
史
』
七
号
、
一
九
九
〇
年
。

（
3
8
）
　
伊
勢
山
田
の
八
日
市
郷
内
三
村
の
印
は
、
二
重
丸
に
漢
字
を
複
数
陽
刻
し
た
黒
印
で
あ
る
。

　
　
も
と
も
と
が
影
写
本
で
あ
り
印
字
が
不
鮮
明
で
解
読
で
き
な
い
が
、
そ
の
な
か
に
「
日
」
の
字

　
　
を
読
み
と
れ
る
も
の
が
複
数
確
認
で
き
る
。
こ
れ
が
入
日
市
の
「
日
」
を
示
す
と
す
れ
ば
、
特

　
　
定
の
印
文
（
た
と
え
ば
八
日
市
郷
な
ど
）
を
も
っ
た
印
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら

　
　
れ
る
。
な
お
八
日
市
郷
内
三
村
の
文
書
は
、
表
7
の
2
4
、
2
5
、
2
7
～
3
0
、
3
2
、
3
4
、
3
6
、
4
0
、

　
　
4
2
番
の
一
一
通
で
あ
る
。

（
3
9
）
　
（
滋
賀
県
神
崎
郡
）
永
源
寺
町
教
育
委
員
会
の
ご
教
示
に
よ
る
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
な

　
　
お
、
そ
の
他
の
一
式
村
共
有
文
書
は
、
現
在
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
に
寄
託
さ
れ

　
　
て
い
る
。

（
4
0
）
　
前
掲
註
（
3
6
）
に
同
じ
。

（
4
1
）
　
赤
塚
村
の
事
例
の
よ
う
な
朱
印
の
惣
印
は
、
惣
判
や
黒
印
の
惣
印
よ
り
も
高
圧
的
で
、
村
落

　
　
運
営
層
の
恣
意
性
を
助
長
し
固
定
化
す
る
傾
向
が
比
較
的
強
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
赤
塚
村
の
場

　
　
合

は
、
通
常
の
朱
印
と
異
な
り
、
宗
教
的
な
色
彩
も
強
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
惣
判

　
　
や
黒
印
と
機
能
の
面
で
本
質
的
な
差
異
は
な
い
と
思
う
。

（
4
2
）
　
村
落
内
部
文
書
で
あ
る
享
保
一
〇
年
四
月
字
武
ツ
池
井
戸
掘
帳
（
今
堀
日
吉
神
社
文
書
六
六

　
　
六
号
）
に
は
、
「
今
堀
村
」
の
村
落
名
記
載
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
堀
村
庄
屋
清
右
衛
門
殿

　
　
宛
の
元
文
四
年
五
月
乞
水
入
用
算
用
状
（
同
六
四
六
号
）
に
は
、
奥
上
に
「
今
堀
村
」
の
記
載

　
　
に
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

（
4
3
）
　
入
間
田
宣
夫
「
逃
散
の
作
法
」
、
同
『
百
姓
申
状
と
起
請
文
の
世
界
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、

　
　
一
九
八
六
年
所
収
。

（
4
4
）
　
山
本
隆
志
「
荘
園
制
と
百
姓
等
申
状
」
（
同
『
荘
園
制
の
展
開
と
地
域
社
会
』
、
刀
水
書
房
、

　
　
一
九
九
四
年
所
収
）
な
ど
。

（
4
5
）
　
い
ま
の
と
こ
ろ
、
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
「
住
人
等
」
や
「
百
姓
等
」
な
ど
の
解
文
・
申
状
・

　
　
請
文
・
書
状
は
、
中
世
前
期
を
中
心
に
三
五
六
通
で
あ
る
（
一
七
世
紀
中
期
の
分
ま
で
）
。
そ

　
　
の
う
ち
、
惣
中
文
言
が
あ
る
も
の
は
一
八
六
通
、
惣
判
・
惣
印
の
あ
る
も
の
は
一
六
通
で
あ
る
。

　
　
ま
た
そ
の
他
に
、
惣
中
文
言
の
あ
る
起
請
文
、
売
券
、
紛
失
状
証
判
な
ど
を
九
六
通
（
そ
の
う

　
　
ち
で
惣
判
の
あ
る
も
の
二
〇
通
）
確
認
し
て
い
る
（
都
市
関
係
は
除
く
）
。

（
4
6
）
　
筆
者
は
以
前
か
ら
荘
園
文
書
と
村
落
文
書
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
た

　
　
〈
前
掲
註
（
5
）
薗
部
論
文
〉
。
前
掲
註
（
5
）
榎
原
論
文
は
、
日
記
と
い
う
文
書
を
通
し
て
、

　
　
こ
の
点
を
具
体
的
に
考
察
し
た
好
論
で
あ
る
。

　
　

ま
た
「
神
人
等
」
や
「
寺
僧
中
」
な
ど
の
署
判
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
中
世
に
お
け
る

　
　
諸
社
会
集
団
に
お
け
る
意
思
表
明
の
あ
り
か
た
の
な
か
で
惣
判
・
惣
印
を
考
察
し
て
い
く
必
要

　
　
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
も
他
日
を
期
し
た
い
。

（
4
7
）
　
宇
川
共
有
文
書
（
滋
賀
県
水
口
町
）
に
は
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
一
二
月
両
川
原
荒
相

　
　
談
究
書
（
同
文
書
一
二
ー
二
ー
二
八
号
、
『
宇
川
共
有
文
書
調
査
報
告
書
』
下
巻
、
水
口
町
立

　
　
歴
史
民
俗
資
料
館
、
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。
時
期
が
相
当
下
る
の
で
表
1
に
は
掲
出
し
な
か
っ

　
　
た
が
、
こ
の
文
書
は
「
惣
中
」
と
い
う
惣
中
文
言
の
あ
る
村
落
内
部
文
書
で
あ
る
（
惣
判
・
惣

　
　
印
は
な
い
）
。
こ
の
時
期
で
は
異
例
な
の
で
今
回
は
検
討
し
な
か
っ
た
が
、
注
意
し
て
お
き
た

　
　
い
。

　
　
　
ま
た
宇
川
共
有
文
書
に
は
、
こ
の
文
書
や
表
1
に
掲
出
し
た
七
点
以
外
に
、
「
惣
（
中
）
」
、
「
（
惣
）

　
　
百
姓
中
」
な
ど
の
署
判
の
あ
る
文
書
が
三
四
点
み
ら
れ
る
。
時
期
は
慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）

　
　
か
ら
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
ま
で
で
、
そ
の
う
ち
一
六
五
〇
年
以
降
の
も
の
が
一
二
点
あ
る
。

　
　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
（
宛
先
の
あ
る
）
対
外
的
文
書
な
の
で
本
稿
の
検
討
対
象
に
し
な
か
っ
た

　
　
が
、
今
後
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
宇
川
共
有
文
書
に
つ
い
て
は
、
高
島
幸
次

　
　
「
宇
川
共
有
文
書
の
魅
力
」
（
『
宇
川
共
有
文
書
調
査
報
告
書
』
上
巻
、
一
九
九
七
年
所
収
）
を
参

　
　
照
の
こ
と
。（山

形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
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On　the　So“一わan　and　Sω一’n　in　the　Medieval　Villages　of　Japan

SoNoBE，　Toshiki

This　paper　discusses　the“So〃吻α〆’and　the“Soμ一沈”，　which　are　the　seals　imp亘nted　under　the

names　of　a　village　group　at　the　signature　position　in　documents．

　　　Village　names　or　village　group　names　given　at　the　signature　posit三〇n　in　documents，　when

they　are　issued　outside　the　community，　are　often　w亘tten　simply　to　specify　the　sender’s　name．

Therefbre　the　author　limits　the　discussion　to　an　internal　document　whose　functions（documenta－

tion，　transmission　and　preservation）are　complete　within　a　village　group．　In　case　of　internal

village－documents，　village　name　desc亘ptions　are　scarcely　observed．　Instead，　in　many　cases　are

fbund　the　names　of　the　village　group　together　with　the“Sα吻勿θ一卿o㎎oη”，　or　the“Sカ㎎2’吻o㎎oη”．

The“So％6履一勿o㎎oη”include　signatures　of　the　v姐age　group　name，　Sα4α勿θ一勿oη80〃and　Sカ㎎2し

勿o㎎oη．They　were　intended　to　stress　the　enactment　of　village　documents　by　locating　them　at

the　position　of　the　seal．

　　　The　So％吻ακ，　being　fOund　since　the　16th　century，　is　a　seal　which　Tosiyo亘in　the　ranks　of

Tosiyod・shu　and　Za・shu　imprinted　personaUy　in　the　So％¢嬬一勿oヵ80η．　This　procedure　was　one　of

the　policies　by　which　the　group　of　Tosiyori－shu　and　Za・shu　intended　to　maintain　the　village　man－

agement，　coping　with　the　shake・up　in　the　transitional　periods　from　the　medieval　to　the　modern．

　　　The．Soμ一沈appears　in　the　beginning　of　the　17th　century．　It　originates　from　the　7bsi・Soμ吻〃

established　in　cities　at　the　end　of　the　15th　century．　The　50％一沈becomes　established　under　the　di－

rect　influence　of　the　Shuinjou　and　with　the　spread　of　seal　use　from　cities　to　counties．　The　So％一

ぬαηand　Soμ一碗are　used　to　secure　the　justi丘cation　of　the　Soμcカπ一〃20㎎o〃，　and　there　are　no　prac－

tical　dif丘rence　between　the　two．

　　　During　the　middle　of　the　17th　century，　the　50μ6屍一勉o㎎o〃，　So碗ακand　Soμ一ゴηdisappear，　fbl－

lowed　by　the　establishment　of　the“Soκ斑ム卿θゴ碗o吻η”，　which　features　a　seal　or　a　private　seal

printed　with　the　vnlage’s　name．　Then　in　the　middle　of　the　l8th　century，　the“V沮age’s　of丘cial

seal”appears．　It　includes　the　names　of　villages　or　the　of丘cial　positiolls．　Many　v丑lages，　however，

arrived　at　the　modern　age　without　having　village’s　of丘cial　seals．

　　　Several　issues　remain　to　be　discussed　in　the　future：an　examination　of　the　Soμ吻αηand　So％一仇

on　village　documents　in　general，　the　relation　between　seals　on　farmer’s　allegation　documents　and

the　Soμc乃痴一〃20ηgoη　and　So％カακ，　and　the　background　that　gave　rise　to　the　change　to　the

Soηm肋沈θi幼o肋η．
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